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は
じ
め
に

１
．『
十
峰
詩
選
』
の
內
容
と
特
徵

２
．『
十
峰
詩
選
』
の
評
語
と
評
者
に
つ
い
て

３
．『
十
峰
詩
選
』
に
見
る
錢
肅
潤
の
交
遊
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
歬
號）

1
（

で
は
、
朙
末
淸
初
の
文
人
錢
肅
潤
が
同
時
代
の
人
物
の
文
章
を
集
め
編
纂
し
た
叢
書
『
文
瀫
初
編
』（
以
下
『
文
瀫
』
と
稱
す
）
の

內
容
や
特
徵
等
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
際
、『
文
瀫
』
に
收
め
ら
れ
た
作
品
の
作
者
及
び
評
語
の
作
者
と
、
編
者
で
あ
る
錢
肅
潤
と
の
關

係
に
つ
い
て
も
多
少
言
及
し
た
が
、
こ
れ
が
『
文
瀫
』
の
編
纂
に
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
影
响
が
あ
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
充

錢
肅
潤
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
─
『
十
峰
詩
選
』
を
手
が
か
り
に
─

小
　
塚
　
由
　
愽
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分
に
論
じ
る
こ
と
が
出
來
ず
、
ま
だ
ま
だ
不
朙
な
點
が
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
錢
肅
潤
の
作
品
を
集
め
た
『
十
峰
詩
選
』
の
內
容
や
特

徵
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
交
遊
關
係
等
に
つ
い
て
調
査
し
考
察
を
加
え
、
ひ
い
て
は
朙
末
淸
初
の
江
南
を
中
心
と
す
る
文
人

た
ち
の
交
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
朙
の
一
段
階
と
し
た
い
。

１
．『
十
峰
詩
選
』
の
內
容
と
特
徵

ａ
．
錢
肅
潤
に
つ
い
て

　
錢
肅
潤
に
つ
い
て
は
歬
號
も
參
照
さ
れ
た
い
が
、

單
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
錢
肅
潤
（
一
六
一
九
―
一
六
九
九）

2
（

）
字
は
礎
日
、
號
は
十

峰
。
江
蘇
無
錫
の
人
。
東
林
・
復
社
系
統
の
鄒
朞
相
（
高
攀
龍
の
門
人
）・
馬
世
奇
（
一
五
八
四
―
一
六
四
四
）
や
錢
陸
燦
（
一
六
一
二
―

一
六
九
八
）
に
學
ん
だ
。
朙
末
に
諸
生
と
な
っ
た
が
、
閒
も
な
く
朙
は
滅
亡
し
、
辭
め
て
故
鄕
に
戾
り
隱
居
し
、
各
地
を
周
遊
し
た
。
そ
の

樣
子
は
自
傳
「
十
峰
主
人
傳
」（『
文
瀫
』
卷
十
五
）
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
作
品
制
作
に
力
を
註
ぐ
傍
ら
、
門
人
た
ち
に
學
問
を
敎
授
し
た
。

順
治
十
一
〈
一
六
五
四
〉
年）

（
（

に
淸
朝
に
捕
ら
え
ら
れ
て
獄
に
繫
が
れ
、
片
足
を
損
な
う
。
釋
放
後
、
自
ら
「
跛
足
生
」
と
名
乘
っ
た
。
そ
の

後
、
彼
の
名
聲
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
四
方
の
者
は
み
な
彼
を
「
東
林
の
老
都
講
」
と
呼
ん
だ
。
そ
の
門
人
は
秦
松
齡
・
董
誾
・
朱
廷
鋐
等
、

名
士
が
多
か
っ
た
。
そ
の
詩
文
の
才
能
は
錢
謙
益
・
王
士
祿
ら
に
、
そ
の
學
問
は
禮
部
尙
書
の
魏
裔
介
ら
に
高
く
評
價
さ
れ
た
。
編

と
し

て
『
尙
書
體
要
』
六
卷
・『
衟
南
正
學
編
』
三
卷
・『
南
忠
記
』
一
卷
・『
文
瀫
』
二
十
卷
、
作
品
集
と
し
て
後
述
の
『
十
峰
詩
選
』『
十
峰
文

選
』
等
が
あ
る
。

ｂ
．『
十
峰
詩
選
』
に
つ
い
て

　
錢
肅
潤
の
作
品
集
と
し
て
比
較
的
閲
覽
し
や
す
い
も
の
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
『
無
錫
文
庫
』
第
四
輯
所
收
の
『
十
峰
詩
選
（
４
）

』
で
あ
ろ
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う
（
５
）
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
據
っ
て
、
以
下
そ
の
內
容
や
特
徵
を
ま
と
め
た
上
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
錢
肅
潤
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
た
い
。
な
お
、
作
品
の
歬
に
附
さ
れ
た
徐
志
鈞
氏
の
解
說
（
６
）
に
よ
る
と
、「
本
書
は
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
刻
本
に
よ
っ
て
影
印
し
た
（
本

書
據
康
煕
五
年
刻
本
影
印
）」
と
あ
る
が
、
そ
の
原
本
の
所
藏
先
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
７
）

。

　
こ
の
作
品
は
『
十
峰
詩
選
』
と
題
さ
れ
て
は
い
る
が
、
實
際
に
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）『
十
峰
詩
選
』
七
卷

（
２
）『
十
峰
詩
選
二
集
』
七
卷
（
七
卷
は
未
完
）

（
３
）『
十
峰
文
選
』
七
卷
（
卷
一
は
「
史
論
」
と
題
す
。
缼
卷
・
缼

多
し
）

　
も
し
か
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
一
つ
の
作
品
集
（『
十
峰
草

集
（
８
）

』
か
）
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
序
文
の
み
が

存
在
す
る
『
十
峰
草

詩
餘
』
も
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
９
）

が
、
こ
れ
ら
が
初
め
か
ら
一
つ
の
作
品
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、

ま
た
現
存
す
る
の
か
否
か
等
、
詳
細
は
不
朙
で
あ
る
。

　
以
下
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
『
十
峰
詩
選
』
を
『
詩
選
』、『
十
峰
詩
選
二
集
』
を
『
二
集
』、『
十
峰
文
選
』
を
『
文
選
』
と
稱
し
、
敢
え

て
『
十
峰
詩
選
』
と
稱
し
た
場
合
は
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
三
作
品
の
總
稱
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

①
『
詩
選
』
七
卷

　
目
次
に
よ
る
と
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（（
　
）
內
の
數
は
論
者
に
よ
る
）。

卷
一
　
五
言
古
詩
　
三
十
一
首
（
二
十
七
題
）

卷
二
　
七
言
古
詩
　
二
十
七
首
（
二
十
七
題
）

卷
三
　
五
言
律
詩
　
三
十
六
首
（
三
十
二
題
）
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卷
四
　
七
言
律
詩
　
九
十
首
（
八
十
一
題
）

卷
五
　
五
言
排
律
　
八
首
（
八
題
）

卷
六
　
五
言
絕
句
　
三
十
七
首
（
六
題
）

卷
七
　
七
言
絕
句
　
五
十
首
（
三
十
四
題
）

　
以
上
、
計
２
７
８
首
（
２
１
５
題
）
の
詩
が
詩
體
别
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
目
次
の
題
目
一
行
目
「
十
峰
詩
選
目
錄
」
の
下
に
小

文
字
で
「
自
乙
酉
至
丙
午
」
と
あ
り
、
乙
酉
（
順
治
二
〈
一
六
四
五
〉
年
）
か
ら
丙
午
（
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
）
の
閒
の
詩
が
收
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　『
詩
選
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
多
數
の
人
物
の
序
文
や
批
評
等
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
錢
謙
益
「
十
峰
詩
序）

10
（

」（
玄
黓
攝
提
格
［
壬
寅
＝
康
煕
元
〈
一
六
六
二
〉
年
］
如
⺼
十
一
日
）

（
２
）
馬
瑞
「
十
峰
稿
序
」

（
３
）
錢
陸
燦
「
十
峰
詩
選
序
」（
康
煕
丙
午
〈
一
六
六
六
〉
年
八
⺼
朔
日
）

（
４
）
吳
懋
謙
・
龔
策
・
黃
錫
朋
「
詩
評
」

（
５
）
嚴
沆
「
贈
言
」

　
錢
謙
益
（
一
五
八
二
―
一
六
六
四
）
は
、
上
記
「
十
峰
詩
序
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
ま
ず
錢
謙
益
は
、
無
錫
出
身
の

顧
・
高
兩
先
生
（
恐
ら
く
東
林
派
の
學
者
顧
憲
成
（
一
五
五
〇
―
一
六
一
二
）
と
高
樊
龍
（
一
五
六
二
―
一
六
二
六
）
の
こ
と
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
）
の
儒
學
者
と
し
て
の
才
識
を
稱
え
、
普
通
な
ら
兼
ね
備
え
る
の
が
難
し
い
理
學
・
氣
節
・
文
章
の
三
者
を
兼
ね
備
え
た
人
物
だ
と

評
し）

11
（

、
話
題
は
そ
の
同
鄕
で
あ
り
弟
子
筋
に
あ
た
る
錢
肅
潤
の
こ
と
と
な
る
。

･･･

礎
日
は
愼
み
深
い
儒
者
で
、
衟
德
を
磨
き
、
名
節
を
硏
ぎ
、
そ
の
文
章
の
淵
源
は
經
學
か
ら
來
て
お
り
、
ま
す
ま
す
文
學
者
の
境
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地
に
到
り
、
そ
の
垣
根
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
な
ん
と
理
學
・
氣
節
・
文
章
を
以
て
自
ら
任
じ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
先
頃
、
礎

日
は
梁
溪
（
無
錫
）
よ
り
我
が
半
野

を
訪
ね
て
き
て
、
長
律
六
十
韻）

11
（

を
贈
っ
て
く
れ
た
が
、
そ
こ
で
私
に
つ
い
て
過
分
に
襃
め
稱
え

て
く
れ
て
お
り
、
豐
か
な
文
采
で
滿
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
次
い
で
そ
の
ふ
だ
ん
制
作
し
た
「
十
峰
詩
」
を
取
り
出
し
て
我
が
序
文
を
求

め
た
。
そ
の
詩
に
目
を
通
す
と
、
目
を
見
は
り
心
動
か
さ
れ
る
出
來
映
え
で
、
た
め
息
を
つ
い
て
嘆
じ
て
言
っ
た
。「
あ
あ
、
礎
日
の

人
と
な
り
が
分
か
る
な
あ
」
と
。
礎
日
は
理
學
・
氣
節
・
文
章
の
模
範
で
あ
り
、
だ
か
ら
そ
の
詩
は
、
意
思
は
高
揚
し
、
元
氣
は
渦
卷

き
、
純
粹
に
中
正
に
歸
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。･･･

･･･

そ
の
詩
を
讀
み
、
そ
の
人
と
な
り
を
觀
察
す
る
と
、
礎
日
は
理
學
の
文
章
の
模
範
で
あ
る
。
願
わ
く
は
礎
日
よ 

自
ら

し
自
ら
勉

め
、
兩
先
生
に
愧
じ
る
こ
と
な
き
よ
う
。
謹
ん
で
序
す）

13
（

。

　
ま
た
、
そ
の
刋
行
の
經
緯
等
に
つ
い
て
、
錢
肅
潤
の
師
で
も
あ
る）

14
（

錢
陸
燦
（
錢
謙
益
の
族
子
）
が
序
文
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

礎
日
は
以
歬
詩
數
百

を
飜
刻
し
た
。
庚
子
（
順
治
十
七
〈
一
六
六
〇
〉
年
）
の
冬
、
僕
は
友
を
廬
江
縣
（
現
在
の
安
徽
省
合
肥
市
に

あ
る
）
に
訪
ね
よ
う
と
し
た
が
、
風
雪
で
衟
が
塞
が
り
、
疲
れ
て
梁
溪
（
無
錫
）
の
洞
墟
宮
（
衟
觀
）
で
休
憩
を
取
る
こ
と
に
し
た
。（
そ

の
時
）
礎
日
が
詩
を
選
び
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
書
籍
に
序
文
を
書
く
約
束
に
な
っ
た
。
丙
午
（
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
）、『
十
峰
詩

選
』
が
完
成
し
、
僕
の
い
る
秣
陵
（
南
京
）
に
寄
越
し
て
、
以
歬
の
約
束
を
果
た
す
よ
う
促
し
た
。
礎
日
が
手
紙
で
僕
に
報
じ
て
言
う

に
は
、「
わ
た
く
し
潤
に
は
史
論
數
十
篇
が
あ
り
、
現
在
の
相
國
（
尙
書）

15
（

）
で
あ
る
柏
鄕
公
（
魏
裔
介
）
に
高
く
評
價
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
家
は
妻
子
を
⻝
べ
さ
せ
る
こ
と
さ
え
も
難
し
く
、
北
に
行
っ
て
柏
鄕
公
に
お
目
に
か
か
り
私
が
制
作
し
た
詩
を
獻
じ
よ
う
か
と
も

考
え
て
い
る
ほ
ど
で
す
」
と
。
私
は
手
紙
で
お
祝
い
を
述
べ
て
言
っ
た
。「
あ
な
た
が
遭
っ
て
い
る
の
は
、
き
っ
と
韓
退
之
（
韓
愈
）

よ
り
も
凄
い
境
遇
で
あ
ろ
う）

16
（

。･･･

」

･･･

山
左
（
山
東
）
の
宋
茘

（
琬
）・
王
西
樵
（
士
祿
）・
阮
亭
（
士
禛
）
兄
弟
、
吾
が
鄕
の
董
玉
虬
（
文
驥
）・
蕭
公
木
・
馬
野
臣
、



（11（）

海
寧
の
陳
謝
浮
（
論
）
諸
兄
は
、
か
つ
て
（
諸
氏
の
）
作
品
を
品
評
し
た
時
、
あ
な
た
の
詩
が
（
話
題
に
）
出
た
。
そ
こ
で
僕
が
あ
な

た
の
詩
を
選
ん
だ
事
に
閒
違
い
が
な
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
こ
で
序
文
を
作
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る）

17
（

。

　
以
上
の
記
述
か
ら
、『
詩
選
』
の
刋
行
年
は
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
で
疑
い
な
い
が
、
す
で
に
こ
の
時
點
で
後
述
の
「
史
論
」
に
關
す

る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
も
、
註
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②
『
二
集
』
七
卷

　
目
次
は
無
い
が
、
作
品
中
を
確
認
す
る
と
そ
の
內
譯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

卷
一
　
五
言
古
詩
　
三
十
八
首
（
二
十
一
題
）

卷
二
　
七
言
古
詩
　
五
十
九
首
（
五
十
七
題
）

卷
三
　
五
言
律
詩
　
十
八
首
（
十
五
題
）

卷
四
　
七
言
律
詩
　
四
十
六
首
（
三
十
七
題
）

卷
五
　
五
言
排
律
　
三
首
（
三
題
）

卷
六
　
五
言
絕
句
　
十
三
首
（
七
題
）

卷
七
　
七
言
絕
句
　
十
六
首
（
十
題
）

　
な
お
、
卷
七
は
途
中
で
終
わ
っ
て
い
て
缼

が
あ
る
と
思
わ
れ
、『
詩
選
』
よ
り
も

干
少
な
い
全
１
９
３
首
（
１
５
１
題
）
の
詩
が
收

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
二
集
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
序
文
や
題
辭
等
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
吳
興
祚
「
詩
序
」（
丙
午
―
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
）
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（
２
）
周
龍
甲
「
序
」（
康
煕
己
酉
冬
日
―
康
煕
八
〈
一
六
六
九
〉
年
）

（
３
）
湯
調
鼎
「
序
」（
戊
申
寅
⺼
―
康
煕
七
〈
一
六
六
八
〉
年
）

（
４
） 
蔣
超
／
梁
鈜
／
王
士
祿
「
與
錢
礎
日
書
」（
丙
午
冬
日
―
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
／
丁
未
―
康
煕
六
〈
一
六
六
七
〉
年
／
庚
戌

秋
日
―
康
煕
九
〈
一
六
七
〇
〉
年
）

（
５
） 「
題
辭
」（
曹
爾
堪
／
施
潤
章
／
宋
德
宜
／
嚴
我
斯
／
李
天
馥
／
程
康
莊
／
施
端
敎
／
湯
調
鼎
／
紀
映
鍾
／
戴
本
孝
／
顏
泰
颺
／

吳
諬
思
／
顧
有
孝
）

こ
の
外
、「
二
集
鑑
定
」
と
し
て
吳
興
祚
の
名
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
　

　
こ
こ
で
は
、
周
龍
甲
（
字
は
霖
公
）
の
序
文
か
ら
そ
の
特
徵
を
見
て
み
よ
う
。

･･･

わ
が
友
錢
子
礎
日
は
、
そ
の
筆
致
は
奇
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
洞
庭
湖
や
彭
蠡
湖
を
め
ぐ
り
、
山
川
の
中
に
樂
し
み
、
雲
や
も
や
の
中

を
散
策
し
た
。
だ
か
ら
發
し
て
文
章
と
す
れ
ば
そ
れ
は
自
ず
と
山
の
よ
う
に
け
わ
し
く
、
精
神
が
高
揚
す
る
か
の
よ
う
な
趣
が
あ
り
、

そ
の
筆
致
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
く
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
錢
子
は
き
っ
と
子
長
（
司
馬
遷
）
の
流
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
日
、
私
は
（
錢
子

と
）
と
も
に
山
左
（
山
東
）
の
靑
齊
（
靑
州
・
齊
州
）・
海
岱
（
勃
海
・
泰
山
）
の
地
に
至
り
、
隅
々
ま
で
見
て
囘
っ
た
。
錢
子
は
各

地
に
至
る
た
び
に
、
素
晴
ら
し
い
筆
致
で
こ
れ
を
傳
え
た
。
三
年
が
經
ち
、
詩
詞
傳
記
は
累
々
と
書
籍
と
な
る
ほ
ど
に
な
っ
た
が
、
詩

が
㝡
も
多
か
っ
た
。
家
に
歸
り
、
出
版
す
る
運
び
と
な
っ
て
序
文
を
私
に
求
め
た
。
私
が
思
う
に
、
錢
子
の
詩
は
、
周
遊
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
錢
子
は
決
し
て
み
だ
り
に
詩
を
作
る
者
で
は
な
い
。
非

に
豪
俠
で
平
原
君
の
よ
う
な
者
が
い
れ
ば

こ
れ
を
詩
を
詠
み
、
非

に
忠
義
な
こ
と
顏
魯
公
（
顏
眞
卿
）
の
よ
う
な
者
が
い
れ
ば
こ
れ
を
讀
み
、
帝
王
を
詠
む
の
は
舜
や
禹
、
聖

賢
を
詠
む
の
は
孔
子
や
顏
子
・
閔
子
の
よ
う
な
者
で
あ
る
。
太
公
望
や
伯
夷
が
隱
れ
住
ん
だ
所
を
過
ぎ
れ
ば
詩
を
作
り
、
秦
・
漢
・
唐
・

宋
の
封
禪
の
地
を
過
ぎ
れ
ば
詩
を
作
っ
た
。
淳
于
髡
の
豪
放
さ
や
、
魯
仲
連
の
度
量
の
廣
さ
、
伏
生
の
愽
學
さ
、
李
太
白
の
風
流
さ
、
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范
楚
公
（
范
仲
淹
）
の
よ
う
な
德
政
が
あ
れ
ば
、
誇
張
し
て
揭
揚
し
、
こ
れ
を
詠
嘆
し
た
。
時
は
下
っ
て
趙
松
雪
（
孟
頫
）
や
李
于
麟

（
攀
龍
）
の
遺
風
が
ま
だ
殘
っ
て
い
れ
ば
、

中
に
な
っ
て
や
ま
な
か
っ
た
。
㝡
も

彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
、「
趵
突
泉
歌
」（『
二
集
』

卷
二
）
一
章
で
あ
り
、
昔
の
鬱
屈
し
て
や
る
か
た
な
い
の
と
、
大
い
に
鬱
屈
し
て
も
大
い
に
氣
ま
ま
に
す
る
者
と
、
何
度
も
繰
り
﨤
し

そ
の
憤
懣
や
る
か
た
な
い
氣
持
ち
を
朙
ら
か
に
し
、
千
年
の
閒
こ
れ
を
見
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
あ
、
錢
子
の
詩
は
、
周
遊
し
た
こ

と
で
ま
す
ま
す
筆
致
が
奇
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
本

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
奇
は
絕
對
に
周
遊
し
た
こ
と
に
あ
る
に
違
い
な
い
。
錢
子

の
旅
は
あ
ま
ね
く
五
嶽
に
遊
ん
で
こ
と
ご
と
く
胷
中
の
奇
を
發
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
そ
の
原
因
は
こ
れ
以
外
考
え
ら
れ
な
い）

18
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
周
龍
甲
は
錢
肅
潤
が
た
び
た
び
各
地
を
周
遊
し
た
こ
と
が
、
彼
の
文
學
性
を
形
成
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
實
際
に
各
地

に
立
ち
寄
っ
た
時
に
詠
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
詩
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

　
詩
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、『
二
集
』
中
に
「
戊
申

0

0

元
旦
」（
卷
二
）、「
癸
丑

0

0

暮
春
、
劉
石
芝
學
憲
招
遊
西
湖
、
劉
子
肄
宵
拈
山
外
靑
山

樓
外
樓
句
限
韻
賦
詩
、
余
倚
舷
和
之
」（
卷
七
）、「
戊
午

0

0

暢
⺼
念
二
日
、
自
楚
東
下
舟
泊
𤾂
江
、
同
汪
望
嵩
謁
郡
司
馬
雲
樵
余
公
、
開
筵
命

酌
賦
詩
贈
之
」（
卷
二
）
等
の
詩
が
あ
り
、
つ
ま
り
戊
申
（
康
煕
七
〈
一
六
六
八
〉
年
）、
癸
丑
（
康
煕
十
二
〈
一
六
七
三
〉
年
）、
戊
午
（
康

煕
十
七
〈
一
六
七
八
〉
年
）
で
あ
る
。
ま
た
、
歬
述
の
各
序
文
は
一
六
六
六
年
か
ら
一
六
七
〇
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
揭
載
作

品
等
か
ら
考
え
て
實
際
に
『
二
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
一
六
七
八
年
以
降
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

③
『
文
選
』
七
卷

　
作
品
中
に
見
ら
れ
る
序
文
と
そ
の
作
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る）

19
（

。

（
１
）
高
世
泰
「
史
論
敍
」

（
２
）
錢
肅
潤
「
史
史
引
」
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（
３
）
陳
瑚
「
錢
礎
日
史
論
序
」

（
４
）
陳
維
崧
「
序
史
論）

10
（

」（
壬
辰
（
順
治
九
〈
一
六
五
二
〉
年
）
春
陽
）

（
５
）
董
誾
「
史
論
小
序
」（
康
煕
甲
辰
（
康
煕
三
〈
一
六
六
四
〉
年
）
三
⺼
）

（
６
）
秦
松
齡
「
史
論
序
」（
康
煕
歲
癸
卯
（
康
煕
二
〈
一
六
六
三
〉
年
）
冬
之
⺼
）

（
７
）
錢
宮
聲
「
序
」（
壬
子
［
康
煕
十
一
〈
一
六
七
二
〉
年
］
季
冬
）
―
卷
末

　
こ
れ
ら
は
（
７
）
を
除
い
て
殘
り
は
全
て
卷
一
「
史
論
」
に
關
す
る
序
文
で
あ
り
、『
文
選
』
中
に
は
こ
の
文
集
全
體
に
つ
い
て
記
し
た

序
文
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い）

11
（

。（
７
）
も
內
容
的
に
『
十
峰
詩
選
』
全
體
の
序
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
『
文
瀫
』
卷
五
に
鄒
陞
（
字
は
九
揖
、
號
は
幼
圃
、
江
蘇
無
錫
の
人
）
の
「
十
峰
文
選
序
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
そ
の
編
纂

等
の
經
緯
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
十
峰
文
選
』
は
、
錢
子
礎
日
の

作
で
あ
る
。
錢
子
は
我
が
一
族
の
姉
の
夫
で
あ
る
。

い
頃
私
と
勉
學
を
と
も
に
し
た
が
、
文
章

の
譽
れ
は
㝡
も
早
か
っ
た
。
す
で
に
ま
た
私
と
文
學
の
會
を
行
っ
た
が
、
四
方
の
諸
君
子
で
錢
子
と
交
遊
す
る
こ
と
を
願
わ
な
い
者
は

い
な
か
っ
た
。
こ
の
時
錢
子
は
す
で
に
古
文
・
詩
歌
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
甲
申
（
順
治
元
〈
一
六
四
四
〉
年
）
後
、
錢
子
は
高
節
を
立

て
た
が
、
私
は
世
の
流
れ
に
身
を
任
せ
て
い
る
だ
け
で
、
錢
子
に
耻
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
四
方
に
出
か
け
、
僅

か
な
が
ら
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
が
、
歬
後
し
て
鄕
里
に
戾
り
、
錢
子
は
こ
と
ご
と
く
ふ
だ
ん
制
作
し
た

書
を
取
り
出
し
て
私
に
示

し
た
。（
錢
子
の
）
詩
は
泰
山
闕
里
（
孔
子
の
敎
え
）
を
第
一
と
し
、
そ
の
文
章
は
盛
大
愽
學
で
、
議
論
を
加
え
る
事
は
、
蘇
氏
父
子
（
蘇

洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
）
に
耻
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
門
人
の
秦
太
史
對
巖
（
秦
松
齡
）
は
、「（
錢
子
は
）
善
き
こ
と
は
勤
め
、
惡

し
き
こ
と
は
無
く
さ
せ
る）

11
（

」
と
稱
し
、
董
太
史
方
南
（
董
誾
）
は
盧
陵
（
歐
陽
脩）

13
（

）
に
喩
え
て
師
の
見
識
を
稱
贊
し
て
い
る
。
私
が
思

う
に
、
錢
子
は

代
の
文
中
子
（
隋
・
王
通
。
大
勢
の
優
れ
た
門
人
を
持
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
）
で
あ
る）

14
（

。
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ま
た
、
同
じ
く
『
文
瀫
』
卷
五
揭
載
の
方
來
（
字
は
聖
祥
。
浙
江
錢
塘
の
人
。
康
煕
九
〈
一
六
七
〇
〉
年
の
進
士
）
の
「
十
峰
詩
選
序
」

が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

･･･
今
年
の
秋
、
礎
日
錢
子
と
鄂
州
（
湖
北
武
漢
）
で
會
見
し
た
際
、
ま
だ
そ
の
詩
を
讀
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
古
文
詞
數
十
首
を
出

し
て
、
子
霞
（
毛
會
建
）
に
與
え
た
。
毛
子
が
こ
れ
を
讀
む
と
、「
筆
致
が
沸
き
上
が
り
、
議
論
は
波
立
つ
こ
と
江か

河わ

が
岷
・
嶓
に
基

づ
く
よ
う
に
整
然
と
、
諸
儒
が

同
を
白
𠂰
觀
で
校
訂
す
る
か
の
よ
う
に
盛
ん
で
あ
る
」
と
い
う
。
恐
ら
く
長
年
古
を
學
び
經
を
窮
め

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
大
き
な
風
が
吹
い
て
雲
が
湧
き
起
こ
り）

15
（

、
段
階
を
踏
ん
で
事
を
進
め
る
の
は
、
き
っ
と
今
日
の
作
者

の
林
で
あ
る）

16
（

。

　
こ
こ
で
い
う
「
今
年
」
と
は
、
も
し
か
す
る
と
錢
肅
潤
が
湖
北
を
訪
れ
た
康
煕
十
七
〈
一
六
七
八
〉
年
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い）

17
（

。

　
徐
志
鈞
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
『
文
選
』
の
卷
一
は
「
史
論
」
で
あ
り
、
以
下
卷
二
か
ら
卷
七
ま
で
は
古
文
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
と
す
る）

18
（

。

何
故
そ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
門
人
で
も
あ
る
董
誾
の
「
史
論
小
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

･･･

わ
た
く
し
誾
は
辛
丑
（
順
治
十
八
〈
一
六
六
一
〉
年
）
の
年
よ
り
先
生
の
お
供
を
し
て
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
の

學
問
は
日
に
日
に
高
み
に
向
か
い
、
先
生
を
慕
っ
て
門
人
に
な
る
者
は
日
に
日
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
誾
は
と
い
う
と
、（
現

在
）
遠
く
百
里
の
外
に
隔
た
れ
て
、
朝
夕
ず
っ
と
ご
機
嫌
を
伺
う
こ
と
も
で
き
な
い
狀
態
が
し
ば
ら
く
續
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
春
、

か
た
じ
け
な
く
も
ご

書
の
「
史
論
」
一
編
に
文
章
を
記
す
よ
う
お
命
じ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
生
の
「
史
論
」
は
、
栢
鄕
の
魏

公
（
裔
介
）
の
品
評
と
諸
大
家
の
評
定
を
經
て
、
自
ず
と
千
古
に
足
る
も
の
で
あ
り
、
後
學
た
ち
が
贊
美
し
て
稱
え
る
に
値
す
る
も
の

で
す
。･

）
19
（･･

　
ま
た
、
歬
揭
錢
陸
燦
の
『
詩
選
』
の
序
文
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
や
は
り
「
史
論
」
が
魏
裔
介
の
評
價
を
得
た
こ
と
が
大
き
く
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影
响
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
實
際
に
『
文
選
』
の
版
心
を
見
る
と
、「
史
論
」
の
部
分
に
は
「
史
論
一
編
　
卷
一
」
と
「
史
論
」
と
朙
記
し
、

卷
二
以
降
は
單
に
「
十
峰
文
選
　
卷
○
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
史
論
」
を
か
な
り
特
别
視
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、

歬
述
の
通
り
陳
維
崧
の
「
序
史
論
」
は
他
の
序
文
よ
り
も
制
作
年
代
が
早
い
こ
と
等
か
ら
見
て
も
、
あ
る
い
は
元
々
「
史
論
」
は
魏
裔
介
に

見
せ
る
た
め
に
既
に
别
に
纏
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
後
に
『
文
選
』
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
が
妥

で
あ
ろ
う
。

　「
史
論
」
に
は
目
次
が
あ
り
、
そ
れ
よ
る
と
、
末
尾
に
錢
肅
潤
の
記
述
と
し
て
「
こ
の
卷
に
は
以
歬
二
十
餘
首
あ
っ
た
が
、
今
柏
鄕
の
魏

相
國
（
裔
介
）
の
選
本
數
首
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
揭
載
し
、
す
で
に
殘
り
は
全
て
刪
去
し
て
揭
載
し
な
か
っ
た
。「
近
稿
」（
㝡
近
の
原
稿
）

は
み
な
大
家
が
評
定
し
た
も
の
に
よ
り
、
あ
わ
せ
て
集
中
に
入
れ
、
集
め
て
一
卷
と
し
た）

30
（

」
と
あ
り
、
各
作
品
の
題
名
の
下
に
割
り
註
で
、「
今

文
遡
洄
集
選
本
」「
今
文
燕
臺
集
選
本
」「
近
稿
」
と
そ
の
出
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
遡
洄
集
』
は
魏
裔
介
の
編
で
あ
る
が
、
現
存
の
『
遡

洄
集
』
十
卷）

31
（

は
、
他
者
の
詩
を
集
め
た
詩
集
總
集
で
あ
り
、
文
章
を
集
め
た
も
の
が
他
に
あ
っ
た
の
か
否
か
は
不
朙
で
あ
る
。
ま
た
、『
燕

臺
集
』
は
、
錢
肅
潤
と
も
關
係
の
あ
る
田
茂
遇
（
字
は
髴
淵
。
江
蘇

亭
の
人
）
編
纂
の
叢
書
『
燕
臺
文
選
』
八
卷
（
補
遺
一
卷）

31
（

）
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。『
燕
臺
文
選
』
卷
六
に
「
李
膺
論
」
と
「
龐
德
公
論
」
が
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
龐
德
公
論
」
は
「
史
論
」
に
含
ま
れ
て

い
な
い
。
こ
の
『
文
選
』
に
編
入
す
る
た
め
に
、
改
め
て
作
品
を
嚴
選
し
た
樣
子
が
見
て
と
れ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
文
選
』
の
具
體
的
な
構
成
を
見
て
み
よ
う
。

　「
史
論
」
揭
載
の
１
７
作
品
を
分
類
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
（（
　
）
內
は
作
品
の
數
。
作
品
名
の
歬
の
數
字
は
通
し
番
號
）。

「
今
文
遡
洄
集
選
本
」（
８
）
―
１
「
唐
虞
論
」、
２
「
湯
武
論
」、
７
「
田
譚
論
」、
８
「
張
良
論
」、「
諸
葛
武
侯
論
」、「
張
許
論
」、「
顏

山
平
原
論
」、「
方
正
學
論
」

「
今
文
燕
臺
集
選
本
」（
１
）
―
「
李
膺
論
」

「
近
稿
」（
８
）
―
３
「
周
公
論
」、
４
「
周
宣
王
賢
臣
論
」、
５
「
周
平
王
東
遷
論
」、
６
「
荀
揚
大
醇
小
疵
論
」、
９
「
麒
麟
閣
功
臣
論
」、
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「
雲
臺
功
臣
論
」、「
晉
七
賢
論
」、「
瀛
州
學
士
論
」

　
卷
二
以
降
は
殘
念
な
が
ら
缼

・
缼
卷
が
多
く
、
現
存
す
る
の
は
以
下
１
２
作
品
だ
け
で
あ
る
（（
　
）
內
は
作
品
數
）。

卷
二
（
２
）
―
「
重
脩
儲
貞
義
公
祠

記
」「
來
說
樓
記
」

卷
三
（
７
）
―
「
魏
相
國
聖
學
知
統
錄
後
序
」（
附
「
魏
相
國
復
書
」）「
蔣
中
完
先
生
五
經
圭
約
後
序
」「
龔
合
肥
先
生
詩
集
後
序
」「
嚴

存
庵
太
史
東
遊
草
序
」「
施
匪
莪
嘯
閣
文
集
序
」「
傳
徽
錄
後
序
」「
重
輯
本
支
宗
譜
後
序
」

卷
四
（
１
）
―
「
上
魏
總
憲
石
公
先
生
書
」

卷
五
（
缼
）

卷
六
（
１
）
―
「
仲
夫
子
廟
碑
」

卷
七
（
１
）
―
「
反
乞
巧
文
」

　
以
上
か
ら
察
す
る
に
、
卷
一
は
史
論
、
卷
二
は
記
、
卷
三
は
序
、
卷
四
は
書･･･

と
文
體
别
に
分
類
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
缼
卷
が
多
い
理
由
と
し
て
、
徐
志
鈞
氏
は
「
恐
ら
く
錢
肅
潤
が
世
を
去
っ
た
後
に
文
字
獄
が
頻
繁
に
起
こ
っ
た
た
め
、
家
の
者
或

い
は
作
品
を
所
藏
し
て
い
た
者
が
禍
か
ら
迯
れ
る
た
め
に
一
計
を
案
じ
、
何
か
問
題
と
な
り
そ
う
な
文
章
を
削
除
し
た
が
、
全
て
無
く
す
こ

と
に
忍
び
な
か
っ
た
の
で
（
遺
し
た
の
で
）
は
な
い
か）

33
（

」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
眞
僞
は
不
朙
で
あ
る
。

　
な
お
、『
文
瀫
』
所
收
の
錢
肅
潤
作
品
は
２
５
作
品
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
『
文
選
』
と
重
複
し
て
い
る
の
は
、「
重
脩
儲
貞
義
公
祠

記
」（『
文

瀫
』
卷
十
一
）「
魏
相
國
聖
學
知
統
錄
後
序
」（『
文
瀫
』
卷
三
）
の
２
作
品
だ
け
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
他
の
作
品
も
も
と
も
と
こ
の
『
文

選
』
に
揭
載
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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２
．『
十
峰
詩
選
』
の
評
語
と
評
者
に
つ
い
て

　『
十
峰
詩
選
』
に
は
、
ご
く
稀
に
評
語
が
な
い
場
合
（
連
作
詩
は
原
則
と
し
て
㝡
後
の
詩
に
だ
け
附
け
る
等
）
も
あ
る
が
、
例
外
を
除
き

ほ
ぼ
大
多
數
の
作
品
に
㝡
低
で
も
１
人
以
上
の
評
者
の
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
數
は
、
の
べ
２
１
４
名
、
４
８
９
箇
所
と
な
る
。
な

お
、
そ
の
主
要
人
物
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
は
、
各
作
品
ご
と
の
評
語
數
と
評
者
數
を
示
す
と
、
以
下
の
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

表
１
．
出
身
地
别
評
者
數
一
覽

順
位

地 

方

詩 

選

二 

選

史 
論

文 
選

計

順 

位

地 

方 

詩 

選

二 

選

史 

論

文 

選

計

１

江
蘇

54

33

７

８

102

８

福
建

０

２

０

０

２

２

浙
江

７

７

１

０

15

10

四
川

１

０

０

０

１

３

湖
北

０

５

０

０

５

〃

陝
西

１

０

０

０

１

〃

江
西

１

３

０

１

５

〃

廣
東

０

１

０

０

１

〃

山
東

３

１

１

０

５

〃

湖
南

０

１

０

０

１

６

河
北

０

２

１

１

４

不
朙

31

35

０

０

66

〃

安
徽

０

４

０

０

４

計

98

95

10

11

214

８

山
西

０

１

０

１

２

　
※
數
は
の
べ
人
數
で
、
同
一
人
物
が
重
複
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
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全
體
的
に
見
て
、
壓
倒
的
に
江
蘇
地
方
の
人
物
が
多
く
、
と
り
わ
け
無
錫
の
人
物
が
多
い
（『
詩
選
』
１
８
名
、『
二
選
』）
の
は
、
錢
肅

潤
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
次
い
で
浙
江
が
多
い
の
も
妥

で
あ
る
。
以
下
、
作
品
集
ご
と
に
評

語
の
評
者
や
評
語
數
等
に
つ
い
て
表
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①
『
詩
選
』
の
評
者
と
評
語

　『
詩
選
』
に
は
評
者
と
し
て
の
べ
９
８
名
、
２
８
７
箇
所
の
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
內
、
評
數
が
多
い
人
物
と
そ
の
評
數
は
以
下

表
２
の
通
り
で
あ
る
。

表
２
．『
詩
選
』
の
評
者
と
そ
の
評
語
數
及
び
『
詩
選
』
の
登
場
作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

２

錢
陸
燦

湘
靈

江
蘇

熟

18

１

13

顧
景
文

景
行

江
蘇
無
錫

５

０

３

顧
有
孝

茂
倫

江
蘇
吳
江

13

１

14

黃
傳
祖

心
甫

江
蘇
無
錫

５

０

〃

秦
松
齡

對
巖

江
蘇
無
錫

13

１

〃

黃
　
永

雲
孫

江
蘇
武
進

５

１

〃

孫
枝
蔚

豹
人

陝
西
三
原

13

０

〃

黃
百
朋

珍
百

江
蘇
宜
興

５

４

６

何
紘
度

石
湖

浙
江
臨
海

10

０

〃

董
以
寧

文
友

江
蘇
武
進

４

１

７

徐
　
晟

禎
起

浙
江
嘉
興

９

０

18

管
正
儀

元
翼

江
蘇
長
洲

３

０

〃

任
元
祥

王
谷

江
蘇

州

９

０

19

歸
　
莊

元
恭

江
蘇
崑
山

３

０
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全
體
的
に
見
て
、
壓
倒
的
に
江
蘇
地
方
の
人
物
が
多
く
、
と
り
わ
け
無
錫
の
人
物
が
多
い
（『
詩
選
』
１
８
名
、『
二
選
』）
の
は
、
錢
肅

潤
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
次
い
で
浙
江
が
多
い
の
も
妥

で
あ
る
。
以
下
、
作
品
集
ご
と
に
評

語
の
評
者
や
評
語
數
等
に
つ
い
て
表
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①
『
詩
選
』
の
評
者
と
評
語

　『
詩
選
』
に
は
評
者
と
し
て
の
べ
９
８
名
、
２
８
７
箇
所
の
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
內
、
評
數
が
多
い
人
物
と
そ
の
評
數
は
以
下

表
２
の
通
り
で
あ
る
。

表
２
．『
詩
選
』
の
評
者
と
そ
の
評
語
數
及
び
『
詩
選
』
の
登
場
作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

２

錢
陸
燦

湘
靈

江
蘇

熟

18

１

13

顧
景
文

景
行

江
蘇
無
錫

５

０

３

顧
有
孝

茂
倫

江
蘇
吳
江

13

１

14

黃
傳
祖

心
甫

江
蘇
無
錫

５

０

〃

秦
松
齡

對
巖

江
蘇
無
錫

13

１

〃

黃
　
永

雲
孫

江
蘇
武
進

５

１

〃

孫
枝
蔚

豹
人

陝
西
三
原

13

０

〃

黃
百
朋

珍
百

江
蘇
宜
興

５

４

６

何
紘
度

石
湖

浙
江
臨
海

10

０

〃

董
以
寧

文
友

江
蘇
武
進

４

１

７

徐
　
晟

禎
起

浙
江
嘉
興

９

０

18

管
正
儀

元
翼

江
蘇
長
洲

３

０

〃

任
元
祥

王
谷

江
蘇

州

９

０

19

歸
　
莊

元
恭

江
蘇
崑
山

３

０

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

〃

彭
　
年

鴻
叟

江
蘇
無
錫

９

０

〃

吳
懋
謙

六
益

江
蘇

亭

３

０

10

周
　
安

安
節

江
蘇
吳
江

８

１

〃

秦
日
新

映
碧

江
蘇
無
錫

３

２

11

楊

組
玉

江
蘇
毘
陵

７

２

〃

馬
　
瑞

大
林

江
蘇
無
錫

３

０

〃

樂
　
莘

子
尹

江
蘇
無
錫

７

１

　
　
　
※
字
號
は
文
中
に
登
場
す
る
も
の
を
記
す
。
　
※
揭
載
作
品
數
は
詩
題
數
と
す
る
。
以
下
同
じ
。

　
　
　
※
こ
の
他
、
３
箇
所
の
評
語
の
評
者
と
し
て
、
繆
維
揚
・
翁
旋
士
（
以
上
、
名
・
出
身
等
詳
細
不
朙
）
が
い
る
。

　
そ
の
他
、
特
筆
す
べ
き
人
物
と
し
て
は
、
陳
維
崧
・
計
東
・
陸
圻
・
孫
治
・
戴
笠
（
以
上
２
箇
所
）、
宋
實
穎
・
顧
彩
・
宋
琬
・
姜
垓
・

徐
崧
・
毛
先
舒
（
以
上
１
箇
所
）
ら
が
い
る
。

　
㝡
も
多
い
黃
家
舒
を
は
じ
め
、
門
人
の
秦
松
齡
や
師
馬
文
忠
の
甥
で
あ
る
馬
瑞
、
ま
た
彭
年
・
樂
莘
・
顧
景
文
・
黃
傳
祖
・
秦
日
新
ら
錢

肅
潤
と
同
鄕
の
無
錫
の
人
物
が
多
い
。
全
體
的
に
も
江
蘇
や
浙
江
等
、
所
謂
江
南
地
方
の
人
物
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
唯
一
陝
西

出
身
の
孫
枝
蔚
も
淸
の
世
に
入
る
と
江
蘇
地
方
に
身
を
寄
せ
て
い
る
の
で
、
全
體
的
に
身
近
な
知
人
・
友
人
に
評
語
を
依
賴
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　
②
『
二
集
』
の
評
者
と
評
語

　『
二
集
』
に
は
評
者
と
し
て
の
べ
９
５
名
、
１
７
４
箇
所
の
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
內
、
評
數
が
多
い
人
物
と
そ
の
評
數
は
以
下
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表
３
の
通
り
で
あ
る
。

表
３
．『
二
集
』
の
評
者
と
そ
の
評
語
數
及
び
『
二
集
』
の
登
場
作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

評
語
數

作
品
數

１

周
體
觀

伯
衡

河
北
遵
化

13

０

〃

周
龍
甲

霖
公

江
蘇
淮
安

３

２

２

毛
會
建

子
霞

江
蘇
武
進

13

２

11

閻
爾
梅

古
古

江
蘇
沛
縣

２

０

３

湯
調
鼎

右
君

河
北
淸
河

９

１

〃

王
士
祿

西
樵

山
東
新
城

２

１

４

魏
　
憲

惟
度

湖
北
黃
岡

８

１

〃

潘
　
耒󠄃

次
畊

江
蘇
吳
江

２

２

５

劉

肄
宵

？

７

１

〃

馬
　
瑞

大
林

江
蘇
無
錫

２

０

６

顧
有
孝

茂
倫

江
蘇
吳
江

４

１

〃

陳
維
岳

緯
雲

江
蘇
宜
興

２

０

７

紀
映
鍾

伯
紫

江
蘇
江
寧

４

２

〃

張
汝
瑚

鍾

福
建
晉
江

２

１

８

程
康
莊

崑
崙

山
西
武
鄕

３

０

〃

曾
　
畹

庭
聞

江
西
寧
都

２

（
１
）

〃

曾
　
燦

靑
藜

江
西
寧
都

３

１

※
そ
の
他
、
２
箇
所
の
評
語
を
附
し
た
評
者
と
し
て
、
趙
今
至
・
潘
大
也
・
周
子
敦
・
關

韓
・
陳
義
扶
・
李
仁
熟
・
劉
石
芝
（
以
上
、

名
・
出
身
等
詳
細
不
朙
）
が
い
る
。
　
※
作
品
數
の
（
　
）
は
他
集
の
登
場
數
。
以
下
同
じ
。

　
そ
の
他
、
特
筆
す
べ
き
人
物
と
し
て
は
、
王
晫
・
陳
玉
璂
・
嚴
我
斯
・
施
閏
章
・
宋
德
宜
・
杜
濬
・
黃
周
星
・
顧
炎
武
・
宗
元
鼎
・
歸
莊
・

秦
松
齡
（
以
上
１
箇
所
）
ら
が
い
る
。『
二
選
』
の
評
者
も
『
詩
選
』
と
同
樣
に
江
南
の
人
物
が
多
い
。
た
だ
し
、
河
北
や
湖
北
・
福
建
等
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遠
方
の
人
物
も
見
ら
れ
、
彼
ら
に
い
つ
ど
の
よ
う
に
評
語
制
作
を
依
頼
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、

１
番
目
の
周
體
觀
は
、
錢
肅
潤
が
河
北
周
邊
に
赴
い
た
時
か
も
し
れ
な
い
し
、
周
體
觀
が
江
南
池
太
衟
の
衟
尹
に
赴
任
し
た
時
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
３
番
目
の
湯
調
鼎
は
、
錢
肅
潤
に
「
送
别
湯
右
君
還
淸
河
」（『
二
選
』
卷
二
）
詩
が
あ
り
、
詳
細
は
不
朙
だ
が
錢
肅
潤
の
元
に

訪
ね
て
き
た
際
に
、
評
語
制
作
を
依
賴
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
張
汝
瑚
に
つ
い
て
は
、
後
述
（
第
３
章
湖
北
人
物
の
譚
篆
の
項
）

の
通
り
、
湖
北
竟
陵
で
の
酒
宴
に
と
も
に
參
加
し
て
お
り
、
或
い
は
こ
の
席
で
依
賴
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
錢
肅
潤
が

旅
先
で
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
が
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

③
『
文
選
』（「
史
論
」
を
含
む
）
の
評
者

　『
文
選
』
の
評
者
と
評
語
に
つ
い
て
は
、
卷
一
「
史
論
」
と
卷
二
以
降
の
二
つ
に
分
け
て
數
え
る
こ
と
と
す
る
。
卷
一
「
史
論
」
に
は
の

べ
10
名
、
17
箇
所
に
評
語
が
、
卷
二
以
降
に
は
の
べ
11
名
、
14
箇
所
の
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
以
下
表
４
の
通
り
で
あ
る
。

數
が
少
な
い
た
め
全
員
提
示
す
る
。

表
４
．『
文
選
』
の
評
者
と
そ
の
評
語
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

卷
一

卷
二

計

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

卷
一

卷
二

計

１

秦
松
齡

對
巖

江
蘇
無
錫

３

３

６

〃

吳
偉
業

梅
村

江
蘇
太
倉

１

０

１

２

魏
裔
介

貞
庵

河
北
柏
鄕

５

０

５

５

曾
　
畹

庭
聞

江
西
寧
都

０

１

１

３

黃
家
舒

漢
臣

江
蘇
無
錫

２

１

３

〃

張
能
麟

西
山

河
北
大
興

０

１

１
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順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

卷
一

卷
二

計

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

卷
一

卷
二

計

４

馬
　
瑞

大
林

江
蘇
無
錫

０

２

２

〃

宋
德
宜

蓼
天

江
蘇
長
洲

０

１

１

５

宋
　
畹

茘

山
東
莱
陽

１

０

１

〃

盛
符
升

珍
示

江
蘇
崑
山

０

１

１

〃

周
季
琬

文

江
蘇
宜
興

１

０

１

〃

程
康
莊

崑
崙

山
西
武
鄕

０

１

１

〃

錢
謙
益

牧
齋

江
蘇

熟

１

０

１

〃

錢
中
諧

宮
聲

江
蘇
吳
縣

０

１

１

〃

田
茂
遇

髴
淵

江
蘇

亭

１

０

１

〃

陳
維
崧

其
年

江
蘇
宜
興

０

１

１

〃

嚴
　
沆

顥
亭

浙
江
餘
杭

１

０

１

〃

董
以
寧

文
友

江
蘇
武
進

０

１

１

　
歬
述
の
通
り
『
文
選
』
は
缼
卷
が
多
く
、
そ
の
全
體
像
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
評
者
の
顏
ぶ
れ
は
、
魏
裔
介
・
宋
畹
・
錢
謙
益
・
吳

偉
業
・
宋
德
宜
・
陳
維
崧
な
ど
、

時
の

名
な
文
學
者
や
政
治
家
が
多
く
名
を
連
ね
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
史
論
」
は
評
者
を
『
詩
選
』『
二

選
』
と
比
べ
て
か
な
り
嚴
選
し
て
い
る
樣
子
が
窺
え
る
。

④
全
體
の
評
語
數
と
そ
の
評
者

　
以
上
、『
十
峰
詩
選
』
に
見
ら
れ
る
評
語
の
評
者
と
そ
の
評
語
數
を
ま
と
め
る
と
、
全
體
的
に
評
語
數
の
多
い
人
物
は
以
下
表
５
の
通
り

で
あ
る
。
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表
５
．『
文
選
』
の
評
者
と
そ
の
評
語
數
及
び
登
場
作
品
數

順
位

姓　
名

字　
號

出　
身

詩
選

二
集

史
論

文
選

總
計

作
品

１

黃
家
舒

漢
臣

江
蘇
無
錫

16

０

２

１

19

２

２

周
體
觀

伯
衡

河
北
遵
化

０

13

０

０

13

０

３

秦
松
齡

對
巖

江
蘇
無
錫

13

１

３

３

10

１

４

顧
有
孝

茂
倫

江
蘇
吳
江

13

４

０

０

17

１

〃

錢
陸
燦

湘
靈

江
蘇

熟

18

０

０

０

18

１

６

孫
枝
蔚

豹
人

陝
西
三
原

13

０

０

０

13

０

〃

毛
會
建

子
霞

江
蘇
武
進

０

13

０

０

13

２

８

何
紘
度

石
湖

浙
江
臨
海

10

０

０

０

10

０

９

任
元
祥

王
谷

江
蘇

州

９

０

０

０

９

０

〃

徐
　
晟

禎
起

浙
江
嘉
興

９

０

０

０

９

０

〃

彭
　
年

鴻
叟

江
蘇
無
錫

９

０

０

０

９

０

〃

湯
調
鼎

右
君

河
北
淸
河

９

９

０

０

９

０

※
史
論
―
『
文
選
』
卷
一
「
史
論
」　
※
文
選
―
『
文
選
』
卷
二
～
卷
七

※
作
品
―
『
詩
選
』『
二
集
』『
文
選
』（「
史
論
」
含
む
）
の
作
品
に
登
場
す
る
數
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傾
向
と
し
て
は
や
は
り
江
南
の
人
物
が
中
心
で
あ
る
が
、
歬
述
の
周
體
觀
や
湯
調
鼎
ら
、
河
北
等
遠
方
の
人
物
も
多
少
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
集
ご
と
に
主
要
評
者
は
别
々
で
あ
っ
て
、
ま
ん
べ
ん
無
く
評
語
を
附
し
て
い
る
の
は
門
弟
で
も
あ
る
秦
松
齡

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
以
上
、『
十
峰
詩
選
』
に
見
ら
れ
る
評
語
と
評
者
に
つ
い
て
各
作
品
每
に
見
て
き
た
が
、
基
本
的
に
は
錢
肅
潤
の
地
元
や
近
隣
の
江
蘇
・

浙
江
地
域
の
文
人
た
ち
の
評
語
が
大
半
を
占
め
る
が
、
數
は
少
な
い
が
各
地
の
人
物
た
ち
の
評
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
錢
肅
潤
が
各
地

を
周
遊
し
た
際
に
依
賴
し
て
附
さ
れ
た
も
の
や
、
各
地
の
文
人
が
錢
肅
潤
の
元
を
訪
ね
て
附
し
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
詳

細
は
别
の
機
會
に
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

３
．『
十
峰
詩
選
』
に
見
る
錢
肅
潤
の
交
遊
に
つ
い
て

　
本
節
で
は
、
以
上
『
十
峰
詩
選
』
中
に
登
場
す
る
人
物
（
評
者
や
各
序
文
の
制
作
者
も
含
む
）
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
と
す
る）

34
（

。
こ
の

『
十
峰
詩
選
』
に
は
、
評
者
や
詩
題
・
序
文
に
登
場
す
る
人
物
は
、
詳
細
不
朙
な
も
の
も
含
め
る
と
３
９
９
名
も
の
人
物
が
見
ら
れ
る
。
彼

ら
の
出
身
地
の
內
譯
を
見
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る）

35
（

。

江
蘇
―
）
36
（

144
（
79
＋
65
）　
浙
江
―
15
（
15
＋
10
）　
湖
北
―
15
（
５
＋
10
）　
安
徽
―
13
（
４
＋
９
）

山
東
―
７
（
４
＋
３
）　
江
西
―
５
（
３
＋
２
）　
河
北
―
４
（
４
＋
０
）　
福
建
―
４
（
２
＋
２
）　
湖
南
―
３
（
１
＋
２
）

四
川
―
３
（
１
＋
２
）　
山
西
―
２
（
１
＋
１
）　
陝
西
１
（
１
＋
０
）　
廣
東
―
１
（
１
＋
０
）　
雲
南
―
１
（
０
＋
１
）

遼
寧
―
１
（
０
＋
１
）　
不
朙
―
169
（
64
＋
105
）

　
ま
た
、
江
蘇
地
方
に
限
っ
て
細
か
く
分
類
す
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。
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無
錫
―
無
錫
35
（
19
＋
16
）・
宜
興
11
（
７
＋
４
）・
江
陰
１
（
０
＋
１
）

蘇
州
―
吳
江
13
（
11
＋
11
）・
長
洲
６
（
５
＋
１
）・

熟
７
（
３
＋
４
）・
昭
文
１
（
０
＋
１
）・
吳
縣
３
（
２
＋
１
）・

　
　
　
吳
門
５
（
２
＋
３
）・
太
倉
４
（
２
＋
２
）・
婁
東
２
（
０
＋
２
）・
崑
山
４
（
４
＋
０
）

松
江
―
松
江
１
（
０
＋
１
）・

亭
６
（
５
＋
１
）・
嘉
定
１
（
１
＋
０
）

南
京
―
南
京
１
（
１
＋
０
）・
江
寧
４
（
２
＋
２
）

揚
州
―
江
都
３
（
１
＋
２
）、
通
州
１
（
０
＋
１
）

州
―

州
１
（
１
＋
０
）・
武
進
８
（
６
＋
２
）・
金
壇
２
（
０
＋
２
）・
毗
陵
１
（
１
＋
１
）

鎭
江
―
鎭
江
１
（
１
＋
０
）・
丹
陽
１
（
０
＋
１
）・
丹
徒
１
（
１
＋
０
）

泰
州
―
泰
州
１
（
０
＋
１
）・
興
化
１
（
１
＋
０
）　
徐
州
沛
縣
１
（
１
＋
０
）　
淮
安
１
（
１
＋
０
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
錢
肅
潤
の
故
鄕
で
あ
る
無
錫
を
含
む
江
蘇
の
人
物
が
壓
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
浙
江
と
江
南
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
た

び
た
び
訪
れ
た
楚
（
湖
北
・
湖
南
）
の
人
物
も
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
。

　
紙
數
の
都
合
上
、
そ
の
全
て
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
出
來
な
い
た
め
、
特
に
代
表
的
な
人
物
を
中
心
と
し
、
そ
の
他
の
人
物
は

單
に

ま
と
め
る
こ
と
と
し
た）

37
（

。
便
宜
的
に
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て
示
す
。

①
師
お
よ
び
そ
の
周
邊
　
②
門
人
　
③
朙
朝
の
遺
民
・
官
員
　
④
淸
朝
の
官
員
　
⑤
各
地
の
文
人

　
な
お
、
各
種
揭
載
狀
況
に
つ
い
て
、
姓
名
の
下
に
【
　
】
內
に
示
す
が
、
各
作
品
を
便
宜
的
に
以
下
の
よ
う
に
省
略
す
る
。『
詩
集
』
―
詩
、

『
二
集
』
―
二
、『
文
集
』（
卷
一
「
史
論
」
含
む
）
―
文
、『
文
瀫
』
―
瀫
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
語
數
／
作
品
（
登
場
）
數
も
記
し
た
。

作
品
名
の
傍
線
は
、
そ
の
作
品
集
に
序
文
等
の
制
作
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
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①
師
お
よ
び
そ
の
周
邊

　
先
に
述
べ
た
通
り
。
錢
肅
潤
は
東
林
・
復
社
の
流
れ
を
汲
む
學
者
に
學
び
、
と
り
わ
け
同
鄕
の
馬
世
奇
や
、
高
攀
龍
の
門
人
筋
に
あ
た
る

人
物
か
ら
敎
え
を
受
け
て
い
る
。

　
馬
世
奇
【
詩
０
／
３
】（
一
五
八
四
―
一
六
四
四
）、
字
は
君

、
諡
は
文
忠
。
江
蘇
無
錫
の
人
。
崇
禎
四
〈
一
六
三
一
〉
年
の
進
士
。
官

は
庶
吉
士
、
編
脩
を
授
け
ら
れ
る
。
崇
禎
十
七
〈
一
六
二
八
〉
年
三
⺼
、
李
自
成
が
北
京
に
侵
入
す
る
と
、
首
を
く
く
っ
て
死
ん
だ
。
錢
肅

潤
の
師
で
あ
る
。
錢
肅
潤
に
師
を
悼
ん
だ
「
過
東
郊
會
塟
馬
文
忠
先
師
」（『
詩
選
』
卷
四
）
等
あ
り
。
そ
の
弟
馬
世
名
〈【
詩
０
／
１
】
字

は
君
闇
〉
や
、
更
に
そ
の
息
子
で
馬
世
奇
の
甥
に
あ
た
る
馬
瑞
〈【
詩
３
／
０
・
二
２
／
０
・
文
２
／
０
・
瀫
０
／
２
】
字
は
而
采
、
號
は
大

林
。
崇
禎
十
六
〈
一
六
四
三
〉
年
の
進
士
〉
も
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
馬
瑞
は
錢
肅
潤
と
の
交
遊
が
深
い
。

　
高
攀
龍
【
詩
０
／
１
】（
一
五
六
二
―
一
六
二
六
）
字
は
存
之
、
號
は
景
逸
、
諡
は
忠
賢
。
錢
肅
潤
の
師
で
あ
る
鄒
朞
相
（
無
錫
の
人
）

の
師
に
あ
た
る
。「
合
忠
祠
弔
高
忠
憲
・
馬
文
忠
兩
公
」（『
詩
選
』
卷
七
）
あ
り
。
そ
の
子
高
世
泰
〈【
詩
２
／
０
・
文
・
瀫
０
／
２
】
字
は

彙
旃
。
崇
禎
十
〈
一
六
三
七
〉
年
の
進
士
〉、
ま
た
そ
の
長
子
高
蓮
生
〈【
詩
１
／
０
】（
一
六
二
一
―
一
六
七
八
）
字
は
巖
培
、
號
は
且
齋
。

諸
生
〉
と
も
交
遊
が
あ
る
。
な
お
、
弟
の
高
菖
生
（
字
は
節
培
）
は
『
文
瀫
』
の
評
者
で
あ
る
。
張

（【
二
１
／
０
・
瀫
／
７
】
字
は
秋
紹
。

江
蘇
無
錫
の
人
）
は
高
世
泰
の
門
人
で
あ
り
、『
文
瀫
』
の
評
者
の
中
心
的
人
物
で
も
あ
る
。

　

允
誠
【
詩
０
／
１
】（
一
五
八
八
―
一
六
四
八
）
字
は
汝
立
、
號
は
鳳
超
。
江
蘇
無
錫
の
人
。
天
諬
二
〈
一
六
二
二
〉
年
の
進
士
。
高

攀
龍
の
門
人
。
朙
滅
亡
後
、
辨
髮
す
る
の
を
拒
ん
で
殺
さ
れ
た
。「
雲
中
過
龍
山
弔

鳳
超
先
生
」（『
詩
選
』
卷
三
）
あ
り
。

　
錢
陸
燦
【
詩
18
／
１
・
瀫
０
／
３
】（
一
六
一
二
―
一
六
九
八
）
字
は
湘
靈
、
江
蘇

熟
の
人
。
順
治
十
四
〈
一
六
五
七
〉
年
の
擧
人
。

朙
末
淸
初
の
無
錫
を
中
心
に
活
動
し
た
文
社
の
一
つ
聽
社
の
社
友
の
一
人
。
歬
述
馬
瑞
も
そ
の
一
員
で
あ
る
。
錢
謙
益
『
列
朝
詩
集
小
傳
』

の
編
纂
に
携
わ
る
。「
和
湘
靈
兄
留
别
詩
」（『
詩
選
』
卷
三
）
あ
り
。
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②
門
人

　
錢
肅
潤
が
、
朙
淸
交
代
後
に
大
勢
の
門
人
を
有
し
、
學
問
を
敎
え
て
い
た
こ
と
は
歬
述
し
た
が
、
錢
肅
潤
の
作
品
中
に
も
樣
々
な
門
人
が

見
ら
れ
る
。
中
に
は
詳
細
不
朙
の
人
物
も
多
い
が
、
以
下
列
擧
し
て
お
こ
う
。

　
秦
松
齡
【
詩
13
／
１
・
二
１
／
０
・
文
６
／
０
・
瀫
17
／
４
】（
一
六
三
七
―
一
七
一
四
）、
字
は
留
仙
、
號
は
對
巖
、
江
蘇
無
錫
の
人
。

康
煕
十
二
〈
一
六
七
三
〉
年
の
進
士
。
翰
林
院
檢
討
、
の
ち
國
子
監
司
業
と
な
る
。
門
人
と
し
て
唯
一
『
十
峰
詩
選
』
の
評
語
に
携
わ
っ
て

い
る
ほ
か
、『
文
瀫
』
に
も
多
數
の
評
語
が
見
ら
れ
る
。「
出
彰
義
門
、
答
謝
周
立
五
・
潘
仙
客
・
蔣
愼
齋
諸
公
曁
秦
對
巖
門
士
」（『
詩
選
』

卷
三
）
あ
り
。

　
董
誾
【
詩
０
／
２
・
文
・
瀫
／
０
】
字
は
方
南
、
號
は
如
齋
。
江
蘇
吳
江
の
人
。
康
煕
十
二
〈
一
六
七
三
〉
年
の
進
士
。
翰
林
院
檢
討
。

歬
述
の
通
り
、
一
時
朞
錢
肅
潤
の
旅
に
同
行
し
て
い
た
。『
文
瀫
』
に
多
數
の
評
語
が
見
ら
れ
る
。「
贈
松
陵
門
人
童
方
南
」（『
詩
選
』
卷
四
）

等
あ
り
。

　
朱
廷
鋐
【
詩
０
／
１
】
字
は
玉
汝
、
號
は
南
樓
。
江
蘇
江
陰
の
人
。
康
煕
二
十
一
〈
一
六
八
二
〉
年
の
進
士
。「
贈
江
陰
門
人
朱
玉
汝
」（『
詩

選
』
卷
四
）
あ
り
。

　
吳
衟
凝
【
詩
０
／
１
】
字
は
子
遠
。
江
蘇
丹
陽
の
人
。
順
治
四
〈
一
六
四
七
〉
年
の
進
士
。
浙
江
奉
化
知
縣
。
畫
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

「
曲
阿
門
人
吳
子
遠
善
畫
詩
以
贈
之
」（『
詩
選
』
卷
三
）
あ
り
。

　
そ
の
他
、
蕭
璞
孫
（
湖
南
衡
山）

38
（

）・

石
門
（
湖
南
永
州）

39
（

）・
朱
漢
直
（
江
蘇
吳
江）

40
（

）・
楊
賡
音
（
南

）
41
（

）・
許
云
吉
（
安
徽
歙
縣）

41
（

）・
丁
永

思
（
安
徽
濳
山）

43
（

）・
蔣
六
息
（
安
徽
懷
寧）

44
（

）・
楊
巨
山
（
江
蘇
婁
東）

45
（

）・
吳
捷
三
（
湖
北
漢
陽）

46
（

）
が
お
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
朙
で
は

あ
る
が
、
各
地
に
門
人
が
存
在
し
て
い
た
樣
子
が
窺
え
る
。
更
に
「
挺
秀

文
會
詩
」（『
詩
選
』
卷
四
）
の
序
文
に
「
吳
門
章
子
素
文
、
湘

御
・
陸
子
予

、
予
載
・
施
子
又
王
・
家
練
百
兄
・
虞
山
繆
子
洧
璘󠄂
・
毘
陵
楊
子
組
玉
・
黃
子
雲
孫
・
董
子
文
友
・
陳
子
其
年
、
澄
江
徐
子
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景
星
倶
率
子
弟
生
徒
輩･･･

」
と
あ
り
、
ま
た
「
函
碧
樓
宴
集
詩
［
併
序
］」（『
詩
選
』
卷
四
）
に
は
「
門
程
然
明
・
彥
明
」
と
あ
り
、
陳
維

崧
（
其
年
）
や
黃
永
（
雲
孫
）・
董
以
寧
（
文
友
）
等
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

③
朙
朝
の
遺
臣
・
遺
民

　
錢
肅
潤
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
林
・
復
社
關
連
の
人
物
が
多
く
、
彼
ら
は
淸
の
世
と
な
っ
て
遺
臣
・
遺
民
と
し
て
過
ご
し
た
り
、

復
朙
反
淸
運
動
に
關
與
し
た
り
、
ま
た
淸
朝
に
仕
え
た
り
と
樣
々
な
運
命
を
辿
っ
た
が
、
錢
肅
潤
は
そ
れ
ら
の
人
物
と
幅
廣
く
交
遊
し
て
い

る
。

　
錢
謙
益
【
詩
・
文
０
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
一
五
八
二
―
一
六
六
四
）、
字
は
受
之
、
號
は
牧
齋
。
萬
曆
三
十
八
〈
一
六
一
〇
〉
年
の
進
士

（
探

）。
官
は
禮
部
尙
書
。
東
林
黨
の
重
鎭
で
、
文
壇
の
領
袖
と
し
て
活
躍
し
た
。
淸
の
世
に
な
っ
て
一
度
は
官
に
就
い
た
が
、
ま
も
な
く

疑
い
を
掛
け
ら
れ
、
辭
め
て
隱
棲
し
た
。「
恭
贈
虞
山
牧
齋
宗
伯
八
十
壽
詩
」（『
詩
選
』
卷
五
）
等
あ
り
。

　
馬
嘉
植
【
二
０
／
１
】
字
は
培
原
。
浙
江
平
湖
の
人
。
崇
禎
七
〈
一
六
三
四
〉
年
の
進
士
。
官
は
給
諫
。「
恭
輓

湖
馬
培
原
夫
子
詩
［
併

序
］」（『
詩
選
』
卷
一
）
あ
り
。

　
杜
濬
【
二
１
／
２
・
瀫
１
／
２
】（
一
六
一
一
―
一
六
八
七
）
字
は
于
皇
。
湖
北
黃
岡
の
人
。
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
朙
滅
亡
後
は
、

南
京
に
隱
居
す
る
。「
中
秋
同
杜
于
皇
・
潘
次
畊
飮
蔣
氏
一
梅
亭
［
併
序
］」（『
二
集
』
卷
三
）
等
あ
り
。

　
鄧
漢
儀
【
二
０
／
１
・
瀫
１
／
１
】（
一
六
一
七
―
一
六
八
九
）
字
は
孝
威
。
江
蘇
泰
州
の
人
。
復
社
の
社
友
。
同
時
代
の
人
物
の
詩
を

集
め
た
『
詩
觀
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
龔
鼎
孳
・
周
亮
工
・
陳
維
崧
・
杜
濬
・
王
士
禛
ら
と
交
遊
し
た
。
康
煕
十
七
〈
一
六
七
八
〉
年
、

愽
學
鴻
詞
科
に
擧
げ
ら
れ
、
中
書
舍
人
を
授
け
ら
れ
た
。「
廣
陵
過
桑
楚
執
齋
中
同
杜
于
皇
・
鄧
孝
威
・
宗
鶴
問
卽
席
賦
贈
」（『
二
集
』
卷
三
）

あ
り
。
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姜
垓
【
詩
１
／
１
・
瀫
０
／
２
】（
一
六
一
四
―
一
六
五
三
）
字
は
如
須
、
號
は
佇
石
山
人
。
號
は
山
東
萊
陽
の
人
。
故
鄕
に
淸
軍
が
侵

攻
し
た
際
抵
抗
し
た
が
父
を
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
は
蘇
州
に
隱
居
す
る
。「
答
姜
如
須
先
生
無
家
詩
」（『
詩
選
』
卷
七
）

　
紀
映
鍾
【
二
４
／
２
・
瀫
０
／
４
】（
一
六
〇
九
―
一
六
八
〇
）
字
は
伯
紫
。
江
蘇
江
寧
の
人
。
朙
の
諸
生
。
淸
の
世
に
な
る
と
、
世
を

棄
て
て
天
臺
山
に
出
家
し
た
。
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
都
門
端
午
過
紀
伯
紫
齋
蒲
飮
」（『
二
集
』
卷
四
）
等
あ
り
。

　
蔣
平
階
【
詩
１
／
０
・
二
１
／
０
・
瀫
１
／
１
】（
一
六
一
六
―
一
七
一
四
）
字
は
大
鴻
。
江
蘇

亭
の
人
。
朙
の
諸
生
。
淸
に
入
っ
て
仕

え
ず
。

　
顧
有
孝
【
詩
／
１
・
二
４
／
０
】（
一
六
一
九
―
一
六
八
九
）、
字
は
茂
倫
、
號
は
雪
灘
釣
叟
。
江
蘇
吳
江
の
人
。
朙
末
の
諸
生
。
康
煕

十
七
〈
一
六
七
八
〉
年
、
愽
學
鴻
詞
科
に
擧
げ
ら
れ
た
が
、
就
か
な
か
っ
た
。『
詩
選
』
の
主
要
評
者
の
一
人
。

　
徐
崧
【
詩
１
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
一
七
―
一
六
九
〇
）
字
は
㮤
之
、
號
は
臞
庵
居
士
。
江
蘇
吳
江
の
人
。
朙
の
諸
生
。「
九
日
徐
㮤

之
雨
阻
堆
山
園
居
和
韵
」（『
詩
選
』
卷
三
）
あ
り
。

　
孫
枝
蔚
【
詩
／
０
・
瀫
１
／
１
】（
一
六
三
一
―
一
六
九
七
）、
字
は
豹
人
、
號
は
漑

。
陝
西
三
原
の
人
。
康
煕
十
七
〈
一
六
七
八
〉
年
、

愽
學
鴻
詞
科
に
擧
げ
ら
れ
た
が
、
老
年
を
理
由
に
應
じ
な
か
っ
た
。『
詩
集
』
の
評
者
の
主
要
人
物
の
一
人
。

　
徐
晟
【
詩
９
／
０
・
瀫
３
／
３
】（
一
六
二
二
―
一
六
八
三
）、
字
は
禎
起
、
號
は
秦
臺
樵
史
。
浙
江
嘉
興
の
人
。
朙
滅
亡
後
、
父
の
徐
樹

丕
と
と
も
に
隱
居
し
た
。

　
歸
莊
【
詩
３
／
０
・
二
１
／
０
・
瀫
０
／
２
】（
一
六
一
三
―
一
六
七
三
）
字
は
元
恭
、
江
蘇
崑
山
の
人
。
詩
人
と
し
て

名
な
歸
有
光
の

曾
孫
に
あ
た
り
、
文
章
家
と
し
て
同
鄕
の
顧
炎
武
と
名
を
等
し
く
し
た
。
反
淸
運
動
に
關
與
。

　
顧
炎
武
【
二
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
一
三
―
一
六
八
二
）
字
は
寧
人
、
號
は
亭
林
。
江
蘇
崑
山
の
人
。
復
社
の
社
友
。
甲
申
の
變

後
は
義
勇
軍
を
結
成
し
て
反
淸
運
動
に
關
與
し
た
。
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戴
笠
【
詩
２
／
４
・
二
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
一
四
―
一
六
八
二
）
字
は
耘
野
。
江
蘇
吳
江
の
人
。
朙
の
諸
生
。
淸
の
世
に
な
る
と

秀
峰
山
に
入
り
僧
と
な
っ
た
。「
庚
子
上
元
過
官
浦
和
戴
耘
野
」（『
詩
選
』
卷
四
）
等
あ
り
。

　
そ
の
他
、
王
猷
定
〈【
詩
０
／
１
・
瀫
０
／
２
】（
一
五
九
八
―
一
六
六
二
）
字
は
于
一
。
江
西
南
昌
の
人
。
朙
の
貢
生
〉、
金
俊
朙
〈【
詩

０
／
１
・
瀫
１
／
０
】（
一
六
〇
二
―
一
六
七
五
）字
は
孝
章
。朙
の
諸
生
。江
蘇
吳
縣
の
人
〉、史
可
程〈【
詩
０
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
〇
六

―
一
六
八
四
）
字
は
赤
豹
、
號
は
蘧
庵
。
河
南
祥
符
の
人
。
崇
禎
十
六
〈
一
六
四
三
〉
年
の
進
士
〉、
徐
白
〈【
詩
０
／
２
】
字
は
介
白
。
江

蘇
吳
江
の
人
〉、李
實【
二
０
／
１
・
瀫
０
／
１
】〈（
一
五
九
七
―
一
六
七
四
）字
は
如
石
、號
は
鏡
庵
。四
川
遂
寧
の
人
。崇
禎
十
六〈
一
六
四
三
〉

年
の
進
士
〉、
李
長
祥
〈【
詩
１
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
〇
九
―
一
六
七
三
）
字
は
硏
齋
。
四
川
夔
州
の
人
。
崇
禎
十
六
〈
一
六
四
三
〉

年
の
進
士
。
官
は
庶
吉
士
〉、
沈
壽
民
〈【
詩
０
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
〇
七
―
一
六
七
五
）
字
は
眉
生
。
安
徽
宣
城
の
人
〉
ら
が
い
る
。

④
淸
朝
の
官
員

　
歬
述
の
通
り
、
錢
肅
潤
は
朙
の
遺
臣
・
遺
民
と
交
遊
す
る
傍
ら
、
時
に
は
北
京
を
訪
れ
て
淸
朝
の
官
員
と
も
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
樣

子
が
窺
え
る
。
そ
の
中
に
は
高
位
高
官
も
多
く
、
そ
の
目
的
の
一
つ
は
、
歬
揭
錢
陸
燦
の
序
文
に
見
ら
れ
た
魏
裔
介
と
の
交
遊
の
よ
う
に
、

生
活
面
で
の
理
由
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
魏
裔
介
【
詩
０
／
２
・
二
０
／
１
・
文
５
／
２
・
瀫
２
／
３
】（
一
六
一
六
―
一
六
八
六
）
字
は
石
生
、
號
は
貞
庵
。
河
北
柏
鄕
の
人
。
官

は
太

寺
少
卿
、
左
都
御
史
、
吏
部
尙
書
、
武
會
試
正
考
官
、
內
祕
書
院
大
學
士
、
太
子
太
保
、
保
和
殿
大
學
士
等
を
歷
任
し
た
。「
恭
賀

魏
相
國
貞
菴
先
生
五
十
初
度
詩
三
首
」（『
詩
選
』
卷
三
）、「
擬
古
八
首
栢
鄕
魏
相
國
［
併
序
］」（『
二
集
』
卷
一
）、「
魏
相
國
聖
學
知
統
錄

後
序
」（『
文
選
』
卷
三
）
等
あ
り
。

　
宋
德
宜
【
詩
０
／
１
・
二
１
／
０
・
文
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
二
六
―
一
六
八
七
）
字
は
右
之
、
號
は
蓼
天
。
江
蘇
長
洲
の
人
。
翰
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林
侍
讀
學
士
、後
に
吏
部
尙
書
と
な
っ
た
。『
無
錫
縣
志）

47
（

』に
よ
る
と
、時
に
吏
部
尙
書
で
あ
っ
た
宋
德
宜
は
錢
肅
潤
を
康
煕
十
八〈
一
六
七
九
〉

年
の
愽
學
鴻
儒
に
擧
げ
よ
う
と
し
た
が
、
錢
肅
潤
は
足
の
不
具
合
を
理
由
に
斷
っ
た
と
い
う
。「
宋
蓼
天
太
史
入
都
門
衟
經
錫
山
、
爲
余
亡

女
希
曜
作
表
貞
詩
感
而
有
賦
」（『
詩
選
』
卷
七
）
あ
り
。

　
金
之
俊
【
詩
０
／
１
】（
一
五
九
三
―
一
六
七
〇
）
字
は
豈
凡
、
號
は
息
庵
。
江
蘇
吳
江
の
人
。
萬
曆
四
十
七
〈
一
六
一
九
〉
年
の
進
士
。

朙
朝
で
は
禮
部
郞
中
、
順
德
知
府
、
兵
部
右
侍
郞
等
を
歷
任
し
た
。
淸
に
入
る
と
順
治
年
閒
に
工
部
・
吏
部
尙
書
と
な
り
、
祕
書
院
大
學
士

ま
で
至
っ
た
。「
恭
賀
金
相
國
豈
凡
先
生
七
十
榮
壽
詩
」（『
詩
選
』
卷
五
）
あ
り
。

　
龔
鼎
孳
【
二
０
／
１
・
文
０
／
１
・
瀫
２
／
２
】（
一
六
一
六
―
一
六
七
三
）
字
は
芝
麓
。
安
徽
合
肥
の
人
。
崇
禎
七
〈
一
六
三
六
〉
年

の
進
士
。
淸
の
世
で
は
禮
部
尙
書
と
な
る
。
詩
に
巧
み
で
、
錢
謙
益
・
吳
偉
業
と
と
も
に
江
左
の
三
大
家
と
稱
さ
れ
た
。「
雲
後
赴
龔
宗
伯

壽
宴
有
賦
」（『
二
集
』
卷
二
）
等
あ
り
。

　
周
亮
工
【
二
０
／
１
・
瀫
０
／
３
】（
一
六
一
二
―
一
六
七
二
）
字
は
元
亮
、
號
は
櫟
園
。
河
南
祥
府
の
人
。
崇
禎
十
三
〈
一
六
四
〇
〉

年
の
進
士
。
福
建
布
政
使
、
都
察
院
左
副
都
御
史
、
戶
部
右
侍
郞
等
の
職
を
歷
任
し
た
。「
寄
贈
周
櫟
園
先
生
」（『
二
集
』
卷
二
）
あ
り
。

　
嚴
沆
【
詩
・
文
０
／
１
・
瀫
１
／
０
】（
一
六
一
七
―
一
六
七
八
）
字
は
子
餐
、
號
は
顥
亭
、
浙
江
餘
杭
の
人
。
順
治
十
二
〈
一
六
五
五
〉

年
の
進
士
。
官
は
戶
部
侍
郞
。
宋
琬
・
施
閏
章
ら
と
と
も
に
「
燕
臺
七
子
」
と
稱
さ
れ
た
。「
恭
祝
嚴
顥
亭
都
諫
尊
慈
江
太
孺
人
七
十
詩
」（『
詩

選
』
卷
一
）
等
あ
り
。

　
宋
琬
【
詩
１
／
０
・
文
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
一
四
―
一
六
七
四
）
字
は
玉
叔
、
號
は
茘

。
山
東
萊
陽
の
人
。
順
治
四
〈
一
六
四
七
〉

年
の
進
士
。
官
は
戶
部
主
事
か
ら
吏
部
郞
中
に
の
ぼ
り
、
そ
の
後
四
川
按
察
使
と
な
る
。

　
施
閏
章
【
二
１
／
２
・
瀫
４
／
４
】（
一
六
一
九
―
一
六
八
三
）
字
は
尙
白
、
號
は
愚
山
。
江
蘇
宣
城
の
人
。
順
治
六
〈
一
六
四
九
〉
年

の
進
士
。
朙
史
編
脩
、
翰
林
院
侍
讀
。「
賣
船
行
爲
施
愚
山
少
參
賦
」（『
二
集
』
卷
二
）
等
あ
り
。



（1（（）

　
李
天
馥
【
二
・
文
０
／
１
】（
一
六
三
五
―
一
六
九
九
）
字
は
湘
北
、
號
は
容
齋
。
安
徽
合
肥
の
人
。
順
治
十
四
〈
一
六
五
七
〉
年
の
進
士
。

の
ち
國
子
監
司
業
や
工
部
尙
書
等
を
歷
任
し
、
武

殿
大
學
士
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

　
吳
興
祚
【
詩
０
／
１
・
二
０
／
１
・
瀫
０
／
５
】（
一
六
三
二
―
一
六
九
八
）
字
は
伯
成
。
浙
江
紹
興
の
人
。
漢
軍
正
紅
旗
。
官
は
兩
廣
總

督
。『
二
選
』
の
鑒
定
者
で
も
あ
る
。「
恭
送
吳
公
伯
成
司
臬
閩
中
詩
」（『
二
集
』
卷
二
）
等
あ
り
。

　
沈
荃
【
詩
０
／
１
・
二
０
／
１
・
瀫
２
／
２
】（
一
六
二
四
―
一
六
八
四
）
字
は
貞
蕤
、
號
は
繹

。
江
蘇
松
江
の
人
。
順
治
九
〈
一
六
五
二
〉

年
の
進
士
と
な
り
、
翰
林
院
編
脩
を
授
け
ら
れ
る
。
大
梁
衟
副
使
、
直
隸
通
薊
衟
、
國
子
監
祭
酒
等
を
歷
任
す
る
。「
都
門
送
沈
繹

太
史

之
任
大
梁
」（『
詩
選
』
卷
四
）
等
あ
り
。

　
佟
岱
【
詩
０
／
１
】（
？
―
一
六
六
三
）
祖
籍
は
滿
州
佟
佳
。
漢
軍
正
藍
旗
。
順
治
十
一
〈
一
六
五
四
〉
年
に
浙
江
福
建
總
督
と
な
っ
た
が
、

同
じ
く
漢
軍
正
藍
旗
の
秦
世
禎
と
不
仲
と
な
り
、
互
い
に
彈
劾
し
あ
っ
た
結
果
、
佟
岱
は
職
を
解
か
れ
、
都
に
戾
さ
れ
た
。「
恭
輓
佟
方
伯

尊
公
繼
亭
先
生
詩
」（『
詩
選
』
卷
四
）
あ
り
。

　
王
士
祿
【
二
２
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
二
六
―
一
六
七
三
）
字
は
子
底
、
號
は
西
樵
山
人
。
山
東
新
城
の
人
。
順
治
十
二
〈
一
六
五
五
〉

年
の
進
士
。
官
は
莱
州
府
敎
授
、
國
子
監
助
敎
、
吏
部
主
事
を
歷
任
し
た
。
弟
の
士
禛
と
と
も
に
詩
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
錢
肅
潤
の

詩
才
を
高
く
評
價
し
た
。「
贈
王
西
樵
考
功
詩
二
首
」（『
二
集
』
卷
一
）
あ
り
。

　
王
士
禛【
二
０
／
１
・
瀫
３
／
３
】（
一
六
三
四
―
一
七
一
一
）字
は
貽
上
、號
は
漁
洋
山
人
・
阮
亭
。山
東
新
城
の
人
。順
治
十
五〈
一
六
五
八
〉

年
の
進
士
。
官
は
刑
部
尙
書
。
歬
述
の
通
り
、
そ
の

『
漁
洋
感
舊
集
』
に
錢
肅
潤
に
關
す
る
言
及
が
あ
り
、
ま
た
詩
が
一
首
揭
載
さ
れ
て

い
る
。「
贈
王
阮
亭
禮
部
詩
二
首
」（『
二
集
』
卷
一
）
あ
り
。

　
盛
符
升
【
二
１
／
１
・
文
１
／
０
】（
一
六
一
五
―
一
七
〇
〇
）
字
は
珍
示
。
江
蘇
崑
山
の
人
。
康
煕
三
〈
一
六
六
四
〉
年
の
進
士
。
官

は
都
察
院
監
察
御
史
。
王
士
禛
の
門
人
。「
富
陽
衟
中
同
蕭
有
實
何
元
擧
・
劉
麟
公
・
盛
珍
示
闞

韓
諸
子
」（『
二
集
』
卷
四
）
あ
り
。
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⑤
各
地
の
文
人

　
こ
こ
で
は
錢
肅
潤
の
出
身
で
あ
る
無
錫
を
は
じ
め
と
し
て
、
江
蘇
・
浙
江
、
ま
た
中
國
各
地
の
交
遊
に
つ
い
て
地
域
别
に
見
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
錢
肅
潤
は
淸
の
世
に
な
る
と
し
ば
し
ば
中
國
各
地
を
旅
し
て
お
り
、
そ
の
樣
子
に
つ
い
て
は
、
歬
號
で
も
言
及
し
た
自
傳
作
品
の

「
十
峰
主
人
傳
」（『
文
瀫
』
卷
十
五
）
を
參
照
さ
れ
た
い
が
、
錢
肅
潤
の
作
品
中
に
は
、
そ
の
時
知
り
合
っ
た
で
あ
ろ
う
文
人
た
ち
を
詠
じ

た
詩
も
多
數
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
各
地
で
催
さ
れ
た
文
會
や
宴
會
に
關
す
る
詩
が
複
數
あ
り
、
そ
の
中
に
は
同
席
し
た
人
物
の
名
が
多
數

見
ら
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
别
の
機
會
に
論
じ
た
い
と
思
う
が
、
以
下
代
表
的
な
人
物
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

ａ
．
無
錫
周
邊
の
文
人
た
ち

　

然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
錢
肅
潤
の
鄕
里
で
あ
る
無
錫
・
宜
興
（
太
湖
の
西
岸
部
）
周
邊
の
文
人
が
交
遊
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。

歬
述
し
た
師
の
馬
世
奇
や
門
人
の
秦
松
齡
や
そ
の
弟
秦
松
朞
（【
詩
０
／
１
】
字
は
邳
仙
、
號
は
漆
園
。
康
煕
十
四
〈
一
六
七
五
〉
年
の
進
士
）

ら
も
無
錫
出
身
で
あ
る
。
そ
の
秦
氏
は
無
錫
の
名
家
の
一
つ
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
人
物
が
見
ら
れ
る
。

　
秦
德
藻
【
詩
０
／
１
】（
一
六
一
七
―
一
七
〇
一
）
字
は
以
新
、
號
は
海
翁
。
秦
松
齡
の
父
。「

日
雨
後
秦
子
以
新
招
過
寄
暢
園
觀
澗
水
」

（『
詩
選
』
卷
四
）
詩
あ
り
。
寄
暢
園
は
秦
氏
所
有
の
庭
園
で
あ
る
。

　
秦
日
新
【
詩
３
／
３
・
二
１
／
０
】
號
は
映
碧
。
康
煕
年
閒
の
貢
生
。「
朙
龔
介
眉
・
岳
禎
朙
・
秦
映
碧
諸
子
」（『
詩
選
』
卷
三
）
等
あ
り
。

な
お
、
詩
題
中
の
龔
介
眉
（
龔
百

、
字
は
介
眉
）
は
江
蘇
毗
陵
の
人
で
あ
る
。

　
ま
た
、
續
柄
は
不
朙
で
あ
る
が
、
秦
保
寅
〈【
詩
１
／
０
】
字
は
樂
天
、
號
は
石
山
農
〉、
秦
滜
〈【
二
０
／
１
】
字
は
漢
碧
〉
も
登
場
す
る
。

　
黃
家
舒
【
詩
16
／
２
・
文
３
／
０
・
瀫
２
／
２
】（
一
六
〇
〇
―
一
六
六
九
）
字
は
漢
臣
。
聽
社
の
一
員
。『
詩
選
』
の
主
要
評
者
の
一
人

で
あ
る
。「
放
生
詩
十
首
和
黃
漢
臣
韻
」（『
詩
選
』
卷
七
）
等
あ
り
。

　
そ
の
他
、無
錫
に
は
彭
年〈【
詩
９
／
０
】字
は
鴻
叟
、號
は
九
烟
齋
〉、黃
傳
祖〈【
詩
５
／
０
】字
は
心
甫
〉、顧
樞〈【
詩
１
／
０
】（
一
六
〇
二
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―
一
六
六
八
）
字
は
所
止
〉、
樂
莘
〈【
詩
７
／
０
】
字
は
子
尹
〉、

時
亨
〈【
詩
１
／
０
】
字
は
仲
通
〉、
王
永
積
〈【
詩
１
／
０
】
字
は
崇

嚴
。
崇
禎
七
〈
一
六
三
四
〉
年
の
進
士
〉、
顧
彩
〈【
詩
１
／
０
】（
一
六
五
〇
―
一
七
一
八
）
字
は
天
石
〉、
呂
自
咸
〈【
詩
１
／
１
・
瀫
１

／
５
】
字
は
誠
之
〉
ら
が
お
り
、
み
な
評
者
と
し
て
關
與
し
て
い
る
。

　
宜
興
の
文
人
と
し
て
は
、
ま
ず
陳
維
崧
〈【
詩
２
／
２
・
文
１
／
０
・
瀫
１
／
３
】（
一
六
二
五
―
一
六
八
二
）
字
は
其
年
〉
が
擧
げ
ら
れ

る
。
康
煕
十
八
〈
一
六
七
九
〉
年
、
愽
學
鴻
詞
に
擧
げ
ら
れ
、
翰
林
院
檢
討
を
授
け
ら
れ
た
。
ま
た
詞
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
黃
永
・
董
以

寧
・
鄒
祇
謨
（
三
人
と
も
錢
肅
潤
の
知
人
。
江
蘇

州
の
項
を
參
照
）
と
併
せ
て
「
毗
陵
四
子
」
と
稱
さ
れ
た
。「
讀
陳
其
年
湖
海
樓
集
」（『
詩

選
』
卷
七
）
が
あ
る
。
な
お
、
そ
の
弟
の
陳
維
岳
〈【
二
２
／
１
】（
字
は
緯
雲
）〉
は
「
秋
日
赴
程
周
量
戶
部
宴
四
首
」
の
序
文
に
登
場
し
、

末
弟
で
あ
る
陳
宗
石
（
字
は
子
萬
、
號
は
富
園
）
に
關
す
る
「
陳
子
萬
移
居
幷
贈
贈
」（『
二
選
』
卷
四
）
が
あ
る
。

　
潘
瀛
選
【
詩
０
／
２
】
字
は
仙
客
。
順
治
六
（
一
六
四
九
）
年
の
進
士
。
錢
肅
潤
に
「
出
彰
義
門
、
答
謝
周
立
五
・
潘
仙
客
・
蔣
愼
齋
諸

公
曁
秦
對
巖
門
士
」（『
詩
選
』
卷
三
）
等
の
詩
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
錢
肅
潤
が
北
京
滯
在
中
に
詠
じ
た
も
の
で
、
潘
瀛
選
も
ち
ょ
う
ど
北

京
赴
任
中
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
題
に
登
場
す
る
周
諬
嶲
〈【
二
１
／
１
】
字
は
立
五
。
順
治
四
〈
一
六
四
七
〉
年
の
進
士
。
庶
吉
士

と
な
り
、
官
は
鴻
臚
寺
少
卿
に
至
る
〉・
蔣
永
脩
〈【
詩
０
／
１
】
字
は
愼
齋
。
順
治
四
〈
一
六
四
七
〉
年
の
進
士
〉
も
宜
興
の
人
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
曹
忱
〈【
詩
１
／
１
】
字
は
藎
臣
〉、
史
惟
圓
〈【
詩
１
／
０
・
二
１
／
０
】
字
は
雲
臣
〉、
周
季
琬
〈【
詩
０
／
１
・
文
１
／
０
・

瀫
０
／
１
】（
一
六
二
〇
―
一
六
八
八
）
字
は
禹
卿
、
號
は
文

。
順
治
九
〈
一
六
五
二
〉
年
の
進
士
。
監
察
御
史
、
巡
按
湖
南
〉、
黃
百
朋

〈【
詩
５
／
４
・
二
１
／
０
・
瀫
２
／
０
】
字
は
珍
百
〉
ら
が
い
る
。

ｂ
．
江
蘇
の
文
人

　
無
錫
以
外
に
も
江
蘇
の
人
物
と
の
交
遊
は
數
多
く
見
ら
れ
る
。
以
下
、
地
域
别
に
分
け
て
見
て
み
た
い
。
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［
揚
州
］

　
宗
元
鼎
【
詩
０
／
１
・
二
１
／
１
・
瀫
１
／
２
】（
一
六
二
〇
―
一
六
九
八
）
字
は
定
九
、
號
は
梅
岑
。
戊
戌
（
順
治
十
五
〈
一
六
五
八
〉）

の
年
の
初

に
揚
州
で
行
わ
れ
た
文
會
に
つ
い
て
詠
じ
た
「
廣
陵
文
集
歌
［
併
序
］」（『
詩
選
』
卷
二
）
で
は
、
そ
の
從
兄
弟
で
あ
る
宗
觀
〈【
詩

０
／
１
・
二
０
／
１
・
瀫
０
／
１
】
字
は
鶴
問
。
康
煕
十
一
〈
一
六
七
二
〉
年
の
進
士
〉
の
名
も
見
ら
れ
る）
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。
な
お
、
そ
の
從
兄
弟
の
宗
元

豫
〈【
二
１
／
０
】（
一
六
〇
四
―
一
六
九
六
）
字
は
子
發
〉
も
評
者
で
あ
る
。

　
許
承
宣
【
詩
０
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
？
―
一
六
八
五
）
字
は
力
臣
、
號
は
筠
庵
。
安
徽
歙
縣
出
身
だ
が
、
の
ち
揚
州
に
寓
居
し
た
。
康

煕
十
五
〈
一
六
七
六
〉
年
の
進
士
。
官
は
翰
林
院
庶
吉
士
、
工
科
給
事
中
。
歬
述
「
廣
陵
文
集
歌
［
併
序
］」
に
は
、
そ
の
弟
許
承
家
〈【
詩

０
／
１
・
瀫
０
／
２
】
字
は
師
六
。
康
煕
二
十
四
〈
一
六
八
五
〉
年
の
進
士
〉
の
名
も
見
ら
れ
る
。

［
蘇
州
］

　
蘇
州
吳
江
の
人
と
し
て
、ま
ず
潘
耒󠄃【
二
２
／
２
・瀫
１
／
１
】（
一
六
四
六
―
一
七
〇
八
）が
い
る
。字
は
次
畊［
畊
］。康
煕
十
八〈
一
六
七
九
〉

年
、
愽
學
鴻
詞
に
擧
げ
ら
れ
、
翰
林
院
檢
討
と
な
る
。
顧
炎
武
の
門
人
で
も
あ
る
。
計
東
・
顧
有
孝
・
吳
兆
騫
と
と
も
に
「
吳
中
四
才
子
」

と
稱
せ
ら
れ
た
。「
中
秋
同
杜
于
皇
・
潘
次
畊
飮
蔣
氏
一
梅
亭
［
併
序
］」（『
二
集
』
卷
三
）
等
あ
り
。

　
計
東
【
詩
２
／
１
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
二
五
―
一
六
七
六
）
字
は
甫
草
、
號
は
改
亭
。
朙
の
諸
生
。
順
治
十
四
〈
一
六
五
七
〉
年
、
鄕

試
に
合
格
し
た
が
、
順
治
十
七
〈
一
六
六
〇
〉
年
に
發
生
し
江
南
奏
銷
案
事
件
に
よ
っ
て
資
格
を
剝
奪
さ
れ
、
そ
の
後
は
仕
官
せ
ず
、
各
地

の
賢
人
た
ち
と
交
遊
し
た
。

　
沈
自
南
【
詩
１
／
１
】
字
は
留
侯
。
順
治
十
二
〈
一
六
五
五
〉
年
の
進
士
。
山
東
蓬
萊
知
縣
。「
寄
懷
蓬
萊
令
沈
留
侯
」（『
詩
選
』
卷
一
）

あ
り
。

　
そ
の
他
、
吳
江
の
人
物
と
し
て
張
拱
乾
〈【
詩
１
／
０
・
瀫
２
／
０
】（
一
六
一
五
―
一
六
八
八
）
字
は
九
臨
〉、
趙
瀚
〈【
詩
１
／
０
】
字
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は
砥
之
〉、
兪
南
史
〈【
詩
１
／
０
】
字
は
無
殊
〉、

舒
崇
〈【
二
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】（
？
―
一
六
七
八
）、
字
は
元
禮
〉、
徐
釚
〈【
詩
０

／
１
・
瀫
１
／
１
】（
一
六
三
六
―
一
七
〇
八
）
字
は
電
發
〉、
鈕
琇
〈【
詩
０
／
１
】（
一
六
四
四
―
一
七
〇
四
）
字
は
書
城
〉
ら
が
い
る
。

　
宋
實
穎
【
詩
１
／
０
・
瀫
３
／
４
】（
一
六
二
一
―
一
七
〇
五
）
字
は
既
庭
、
號
は
湘
尹
。
長
洲
の
人
。
順
治
十
七
〈
一
六
六
〇
〉
年
の

擧
人
。

　
そ
の
他
、
長
洲
の
人
物
と
し
て
許
王
儼
〈【
詩
１
／
１
】
字
は
孝
酌
〉、
管
正
儀
〈【
詩
３
／
０
】
字
は
元
翼
〉、
姚
宗
典
〈【
詩
０
／
１
】

字
は
文
初
〉
ら
が
い
る
。

　
吳
偉
業【
詩
１
／
０
・
文
０
／
１
・
瀫
０
／
７
】（
一
六
〇
九
―
一
六
七
三
）字
は
駿
公
、號
は
梅
村
居
士
。太
倉
の
人
。崇
禎
四〈
一
六
三
一
〉

年
の
進
士
。
朙
朝
で
は
翰
林
院
编
脩
、
淸
朝
で
は
國
子
監
祭
酒
等
と
な
っ
た
。
江
左
三
大
家
の
一
人
。「
恭
贈
吳
梅
村
先
生
詩
」（『
詩
選
』

卷
五
）
あ
り
。

　
王
撰
【
二
０
／
１
】（
一
六
二
三
―
一
七
〇
九
）
字
は

公
、
號
は
隨
庵
。
婁
東
の
人
。
畫
家
と
し
て
も

名
な
王
時
敏
（
一
五
九
二
―

一
六
八
〇
）
の
子
。「
婁
東
十
子
」
の
一
人
。「
贈
王

公
」（『
二
集
』
卷
二
）
あ
り
。

　
王
抃
〈【
二
０
／
１
】（
一
六
二
八
―
一
六
九
二
）
字
は
懌
民
、
號
は
鶴
尹
。
婁
東
の
人
。
王
撰
の
弟
。「
婁
東
十
子
」
の
一
人
。「
都
門
王

懌
民
見
示
歲
暮
書
懷
詩
有
感
」（『
二
集
』
卷
四
）〉

　
そ
の
他
、
鎭
江
の
潘
鏐
〈【
二
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】
字
は
雙
南
〉、
丹
徒
の
錢
邦
寅
〈【
詩
１
／
１
】
字
は
馭
少
〉、
徐
州
沛
縣
の
閻
爾
梅

〈【
二
２
／
０
】（
一
六
〇
三
―
一
六
七
九
）
字
は
古
古
〉
ら
が
い
る
。

［
松
江
］

　
田
茂
遇
【
詩
１
／
１
・
文
１
／
０
・
瀫
２
／
１
】
字
は
楫
公
、
號
は
髴
淵
。
靑
浦
の
人
。
順
治
十
四
〈
一
六
五
七
〉
年
の
擧
人
と
な
り
、

山
東
新
城
縣
の
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
赴
任
し
な
か
っ
た
。
詩
に
巧
み
で
、
王
崇

や
魏
裔
介
と
詩
を
唱
和
し
た
。
歬
述
の
通
り
、
そ
の
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編

で
あ
る
『
燕
臺
文
選
』
に
錢
肅
潤
の
文
章
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。「
報
國
寺
松
閒
集
歌
呈
田
子
髴
淵
」（『
詩
選
』
卷
二
）
あ
り
。

　
曹
爾
堪
【
二
０
／
２
・
瀫
０
／
２
】（
一
六
一
七
―
一
六
七
九
）
字
は
子
顧
、
號
は
顧
菴
。

亭
の
人
。
順
治
九
〈
一
六
五
二
〉
年
の
進
士
。

「
贈
曹
顧
菴
學
士
詩
二
首
」（『
二
集
』
卷
二
）
あ
り
。

　
そ
の
他
、

亭
の
文
人
で
吳
懋
謙
〈【
詩
３
／
０
】（
一
六
一
五
―
一
六
八
七
）
字
は
六
益
、
號
は

蘋
山
人
〉、
陸
慶
臻
【
二
１
／
０
】

字
は
集
生
〉、
嘉
定
の
文
人
で
陸
元
輔
〈【
二
１
／
０
】（
一
六
一
七
―
一
六
九
一
）
字
は
翼
王
〉
ら
が
い
る
。

［

州
］

　

州
武
進
の
人
と
し
て
、
毛
會
建
【
二
／
２
・
瀫
１
／
１
】
が
い
る
。
毛
會
建
（
一
六
一
二
―
一
六
八
二
？
）
字
は
子
霞
。
朙
の
諸
生
。

文
章
を
能
く
し
、
書
に
巧
み
で
と
り
わ
け
擘
窠
書
（
大
字
）
が
得
意
だ
っ
た
。『
詩
選
』
の
代
表
的
な
評
者
の
一
人
。「
張

鍾
司
馬
宴
余
與

毛
子
霞
于
竟
陵
公
署
。
時
本
邑
胡
石
莊
・
吳
晞
齋
・
譚
灌
村
・
程
培
風
諸
先
生
在
座
。
卽
席
賦
詩
余
倡
韻
焉
」（『
二
集
』
卷
四
）
等
が
あ
り
、

錢
肅
潤
の
旅
（
湖
北
行
）
に
同
行
し
て
い
る
樣
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
展
中
秋
毛
子
霞
韻
［
併
序
］」
は
、
序
文）
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に
よ
る
と
戊
午
（
康
煕

十
七
〈
一
六
七
八
〉）
の
年
の
九
⺼
十
五
日
に
竟
陵
で
毛
會
建
と
酒
を
飮
み
⺼
見
を
し
た
時
に
詠
じ
た
詩
で
、
或
い
は
こ
の
歬
後
の
こ
と
か
。

　
黃
永
【
詩
５
／
０
・
瀫
２
／
１
】（
一
六
二
一
―
一
六
九
三
）
字
は
雲
孫
、
號
は
艾
庵
。
順
治
十
〈
一
六
五
三
〉
年
の
進
士
。
官
は
刑
部

員
外
郞
と
な
っ
た
が
、
の
ち
難
に
遭
い
官
を
辭
め
、
そ
の
後
は
文
學
活
動
に
專
念
し
た
。

　
董
以
寧
【
詩
４
／
０
・
二
１
／
０
・
文
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
二
九
―
一
六
六
九
）
字
は
文
友
。
朙
の
諸
生
。
詞
人
と
し
て
同
鄕
の

鄒
祇
謨
〈【
詩
２
／
０
・
瀫
０
／
１
】（
一
六
二
七
―
一
六
七
〇
）
字
は
訏
士
、
號
は
程
村
〉
と
名
を
均
し
く
し
、「
鄒
・
董
」
と
稱
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
武
進
の
文
人
で
龔
策
〈【
詩
２
／
０
】
字
は
晉
之
、
號
は
天
岳
山
人
。
朙
の
諸
生
〉、
毛
重
倬
〈【
詩
１
／
１
】（
一
六
一
七
―

一
六
八
五
）
字
は
卓
人
〉、
陳
玉
璂
〈【
二
１
／
０
】（
一
六
三
六
―
？
）
字
は
椒
峰
〉、
楊
玾
〈【
詩
０
／
１
】、
字
は
賡
朙
、
號
は
逢
玉
。
江

蘇
武
進
の
人
。
康
煕
六
〈
一
六
六
七
〉
年
の
進
士
。
官
は
內
閣
中
書
〉、
金
壇
の
人
蔣
超
〈【
二
０
／
１
・
瀫
１
／
１
】（
一
六
二
四
―
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一
六
七
三
）
字
は
𠂰
臣
〉
ら
が
い
る
。

　
こ
れ
以
外
に
も
江
蘇
の
文
人
と
し
て
、
南
京
江
寧
の
姜
鶴
儕
〈【
詩
０
／
１
】
字
は
子
翥
〉、
南
京
上
元
の
黃
周
星
〈【
詩
０
／
１
・
二
１
／

０
・
瀫
／
７
】（
一
六
一
一
―
一
六
八
〇
）
字
は
九
烟
〉、
淮
安
の
周
龍
甲
〈【
二
３
／
２
・
瀫
０
／
１
】
字
は
霖
公
。
順
治
九
〈
一
六
五
二
〉

年
の
進
士
。
山
左
の
學
政
〉
ら
が
い
る
。

ｃ
．
浙
江
の
文
人

　
浙
江
の
文
人
と
の
交
遊
で
、
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
西
泠
十
子
と
の
交
遊
で
あ
ろ
う
。
西
泠
十
子
と
は
、
浙
江
杭
州
の
西
泠
橋
の
邊
り
に
集

ま
っ
て
作
ら
れ
た
西
泠
詩
社
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
、
彼
ら
は
お
よ
そ
杭
州
近
邊
の
文
人
た
ち
で
あ
る
。
錢
肅
潤
は
少
な
く
と
も
順
治

十
八
〈
一
六
六
一
〉
年
と
康
煕
九
〈
一
六
七
〇
〉
年
～
十
〈
一
六
七
一
〉
年
に
杭
州
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
自
傳
「
十
峰
主
人
傳
」
に
記
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
無
錫
と
杭
州
は
あ
ま
り
遠
く
な
い
の
で
、
そ
れ
以
外
の
機
會
に
も
足
を
運
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　
毛
先
舒
【
詩
１
／
１
・
瀫
４
／
２
】（
一
六
二
〇
―
一
六
八
八
）
字
は
馳
黃
。
仁
和
の
人
。
三
毛
の
一
人
で
、
ま
た
西
泠
十
子
の
一
人
で

も
あ
る
。「
毛
馳
黃
・
陸
藎
思
・
王
古
直
・
顧
受
嘉
・
祝
雍
來
・
林
元
椒
・
王
丹
六
・
沈
禹
誠
諸
子
招
飮
湖
濱
優
敍
賦
贈
」（『
詩
選
』
卷
四
）

は
、
西
湖
の
畔
で
毛
先
舒
ら
杭
州
の
文
人
諸
子
の
酒
宴
に
參
加
し
た
際
に
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
陸
藎
思
と
は
陸
進
（【
詩
０
／
１
・

二
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】
字
は
藎
思
、
仁
和
の
人
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
陸
圻
【
詩
２
／
１
・
瀫
１
／
１
】（
一
六
一
四
―
？
）
字
は
麗
京
。
錢
塘
の
人
。
西
泠
十
子
の
一
人
。「
雨
中
陸
麗
京
過
訪
却
贈
」（『
詩
選
』

卷
四
）
あ
り
。

　
孫
治
【
詩
２
／
１
・
瀫
１
／
０
】（
一
六
一
九
―
一
六
八
三
）
字
は
宇
台
。
仁
和
の
人
。
西
泠
十
子
の
一
人
。「
孫
宇
台
訪
余
昭
慶
寺
寓
樓

賦
贈
」（『
詩
選
』
卷
四
）
が
あ
る
。
昭
慶
寺
は
杭
州
西
湖
近
く
に
あ
る
寺
で
あ
り
、
恐
ら
く
錢
肅
潤
が
杭
州
滯
在
中
の
詩
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
他
西
泠
十
子
と
し
て
、張
綱
孫〈【
詩
０
／
１
・
瀫
０
／
１
】字
は
祖
望
、號
は
秦
亭
。仁
和
の
人
〉、柴
紹
炳〈【
詩
０
／
１
】（
一
六
一
六

―
一
六
七
〇
）
字
は
𠂰
臣
。
仁
和
の
人
〉
が
い
る
。

　
王
晫
【
二
１
／
０
・
瀫
２
／
２
】（
一
六
三
六
―
？
）
字
は
丹
麓
、
號
は
木
菴
。
仁
和
の
人
。
朙
の
諸
生
。
杭
州
文
壇
の
重
鎭
の
一
人
で
、

西
泠
十
子
の
大
多
數
と
も
交
遊
が
あ
っ
た）

50
（

。
そ
の
『
今
世
說
』（
卷
三
）
に
錢
肅
潤
に
關
す
る
記
述
（
歬
揭
王
士
祿
の
評
）
が
見
ら
れ
る
。『
檀

几
叢
書
』（
張
潮
と
共
編
）
や
『
文
津
』（
未
詳
）
等
、
錢
肅
潤
の
『
文
瀫
』
と
同
じ
よ
う
な
他
者
の
文
章
を
集
め
た
叢
書
を
編
纂
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
浙
江
の
人
物
と
し
て
、
朱
彝
尊
〈【
二
０
／
１
・
文
１
／
１
】（
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）
字
は
錫
鬯
、
號
は
竹
垞
。
秀
水
の
人
〉、

徐
緘
〈【
詩
０
／
１
】
字
は
伯
調
。
山
陰
の
人
〉、
孫
光
裕
〈【
詩
２
／
０
】
字
は
子
長
。
嘉
善
の
人
〉、
徐
倬
〈【
二
１
／
０
】（
一
六
二
四
―

一
七
一
三
）
字
は
方
𠂰
。
德
淸
の
人
〉、
陳
祚
朙
〈【
二
１
／
０
】
字
は
胤
倩
。
錢
塘
の
人
〉、
陳
錫
蕃
〈【
二
１
／
０
】
字
は
康
侯
。
鎭
海
の

人
〉、
嚴
我
斯
〈【
二
１
／
０
・
文
０
／
１
】（
一
六
二
九
―
？
）
字
は
存
菴
。
湖
州
の
人
。
康
煕
三
〈
一
六
六
四
〉
年
の
進
士
。
山
東
鄉
試

主
考
官
。
官
は
禮
部
左
侍
郞
〉、
殳
丹
生
〈【
二
１
／
０
・
瀫
０
／
２
】
字
は
山
夫
。
桐
盧
の
人
〉
ら
が
い
る
。

ｄ
．
湖
北
の
文
人

　
歬
揭
の
自
傳
に
よ
る
と
、
錢
肅
潤
は
順
治
十
三
〈
一
六
五
六
〉
年
に
湖
北
・
湖
南
地
方
、
武
昌
・
岳
州
・
衡
州
・
祁
陽
各
地
を
訪
れ
て
い

る
。
ま
た
、
康
煕
十
七
〈
一
六
七
八
〉
年
に
は
武
漢
や
竟
陵
（
天
門
）
を
訪
ね
て
お
り
、
そ
の
時
に
交
遊
し
た
人
物
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
譚
篆
【
二
１
／
１
・
瀫
１
／
０
】
字
は
灌
村
。
天
門
の
人
。「
張

鍾
司
馬
宴
余
與
毛
子
霞
于
竟
陵
公
署
。
時
本
邑
胡
石
莊
・
吳
晞
齋
・

譚
灌
村
・
程
培
風
諸
先
生
在
座
。
卽
席
賦
詩
余
倡
韻
焉
」（『
詩
選
』
卷
四
）
は
、
竟
陵
の
司
馬
だ
っ
た
張
汝
瑚
〈【
詩
０
／
１
・
二
２
／
０
】

字
は

鍾
。
福
建
晉
江
の
人
〉
が
、
錢
肅
潤
及
び
毛
會
建
（
歬
揭
）
と
官
署
で
宴
會
を
催
し
た
時
の
詩
で
、
譚
篆
と
と
も
に
參
加
し
た
の
は
、

同
じ
天
門
出
身
の
胡
承
諾
〈
字
は
君
信
、
號
は
莊
石
。
崇
禎
九
〈
一
六
三
六
〉
年
の
擧
人
〉・
吳
晞
齋
（
不
詳
）・
程
飛
雲
〈
字
は
培
風
。
順
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治
十
一
〈
一
六
五
四
〉
年
の
解
元
〉
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
漢
陽
の
人
と
し
て
、
羅
世
珍
〈【
二
１
／
０
・
瀫
０
／
１
】
字
は
魯
峰
。
順
治
十
四
〈
一
六
五
七
〉
年
の
貢
生
〉、
熊
正
笏
〈【
二
１

／
０
】
字
は
元
獻
。
康
煕
十
一
〈
一
六
七
二
〉
年
の
貢
生
〉
ら
が
い
る
。

ｅ
．
河
北
周
邊
の
文
人

　
歬
述
の
自
傳
の
記
述
か
ら
、
錢
肅
潤
は
少
な
く
と
も
順
治
十
二
〈
一
六
五
五
〉
年
・
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
・
康
煕
九
〈
一
六
七
〇
〉

年
の
三
度
北
京
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
內
康
煕
五
〈
一
六
六
六
〉
年
は
、
歬
述
の
通
り
吏
部
尙
書
で
あ
っ
た
魏
裔
介
と
の
面
會
が
目
的
の
一

つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
河
北
の
人
物
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
人
物
の
名
が
見
ら
れ
る
。

　
周
體
觀
【
二
13
／
０
・
瀫
０
／
４
】（
一
六
一
八
―
一
六
八
〇
）
字
は
伯
衡
。
河
北
遵
化
の
人
。
順
治
六
〈
一
六
四
九
〉
年
の
進
士
。
翰

林
院
庶
吉
士
に
選
ば
れ
、
の
ち
戶
部
・
吏
部
給
事
中
と
な
っ
た
。『
二
集
』
の
評
者
の
中
心
人
物
で
あ
る
。

　
湯
調
鼎
【
二
９
／
１
】
字
は
右
君
、
號
は
旨
庵
。
河
北
淸
河
の
人
。
順
治
四
〈
一
六
四
七
〉
年
の
進
士
。
官
は
湖
南
岳
州
知
府
。「
送
别

湯
右
君
還
淸
河
」（『
二
集
』
卷
二
）
あ
り
。

　
張
能
鱗
【
詩
０
／
１
・
文
１
／
０
】（
一
六
一
七
―
一
七
〇
三
）
字
は
玉
甲
、
號
は
西
山
。
河
北
大
興
の
人
。
順
治
四
〈
一
六
四
七
〉
年

の
進
士
。
官
は
浙
江
仁
和
知
縣
、
四
川
按
察
使
副
使
等
を
歷
任
し
た
。「
恭
謝
張
西
山
文
宗
詩
」（『
詩
選
』
卷
四
）
あ
り
。

ｆ
．
そ
の
他
の
地
方
の
文
人

　
曾
畹
【
詩
２
／
１
・
二
１
／
０
・
文
１
／
０
・
瀫
１
／
０
】
原
名
は
傳
燈
、
字
は
庭
聞
。
江
西
寧
都
の
人
。
弟
曾
燦
〈【
二
３
／
１
・
瀫
１

／
０
】
原
名
は
傳
燦
、
字
は
靑
藜
〉
と
と
も
に
詩
詞
文
章
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
後
剃
髮
し
て
僧
と
な
っ
て
各
地
を
巡
り
、
龔
鼎
孳
ら
と
交
遊



（1（（）

し
た
。「
送
曾
庭
聞
之
寧

」（『
詩
選
』
卷
一
）
あ
り
。

　
程
可
則
【
二
１
／
２
】（
一
六
二
四
―
一
六
七
三
）
字
は
周
量
。
廣
東
南
海
の
人
。
順
治
九
〈
一
六
五
二
〉
年
の
狀
元
。「
秋
日
赴
程
周
量

戶
部
宴
四
首
［
併
序
］」（『
二
集
』
卷
一
）
は
、
程
可
則
が
戶
部
主
事
と
し
て
北
京
に
任
官
し
て
い
た
康
煕
八
〈
一
六
六
九
〉
年
頃
の
も
の
か
。

こ
の
酒
宴
に
は
朱
彝
尊
・
陳
維
岳
・
陸
慶
臻
・
彭
師
度
・
李
良
年
・
冐
禾
書
ら
、
多
數
の
文
人
た
ち
が
參
加
し
て
い
る
樣
子
が
窺
え
る
。

　
程
康
莊
【
詩
０
／
１
・
二
３
／
０
・
文
１
／
０
・
瀫
１
／
０
】
字
は
崑
崙
。
山
西
武
鄕
の
人
。「
讀
程
公
崑
崙
自
課

文
集
」（『
詩
選
』
卷

一
）
あ
り
。

　
施
端
敎
【
二
１
／
０
・
文
０
／
１
】（
一
六
〇
三
―
一
六
七
四
）
字
は
匪
莪
。
安
徽
泗
州
の
人
。「
施
匪
莪
嘯
閣
文
集
序
」（『
文
選
』
卷
三
）

あ
り
。

　
茆
荐
馨
【
二
１
／
０
】（
一
六
二
九
―
一
六
八
一
）
字
は
楚
畹
。
安
徽
宣
城
の
人
。「
過
吳
興
懷
茆
子
楚
畹
」（『
二
集
』
卷
二
）
あ
り
。

　
そ
の
他
、
楊
履
吉
〈【
二
１
／
０
】
字
は
長
公
。
湖
南
寧
鄕
の
人
〉、
黃
元
治
〈【
二
１
／
１
】
字
は
自
先
。
江
西
德
興
（
一
說
に
安
徽
歙
縣
）

の
人
。
康
煕
十
五
〈
一
六
七
六
〉
年
の
進
士
〉、
黎
元
寛
〈【
詩
０
／
１
】（
一
六
〇
八
―
一
六
八
七
）
字
は
愽
菴
。
江
西
南
昌
の
人
。
崇
禎

元
年
〈
一
六
二
八
〉
年
の
進
士
〉、
施
璜
〈【
二
１
／
０
】（
？
―
一
七
〇
六
）
字
は
虹
玉
。
安
徽
休
寧
の
人
〉
ら
が
い
る
。

　
そ
の
他
、
僧
侶
や
錢
肅
潤
の
家
族
も
登
場
す
る
が
、
本
稿
で
は
割

す
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、『
十
峰
詩
選
』
及
び
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
錢
肅
潤
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
關
係
は
、
地
元
無
錫
を
中
心
と
す
る

江
南
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
中
國
各
地
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
錢
肅
潤
の
交
遊
の
幅
廣
さ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
後
に
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編
纂
さ
れ
た
『
文
瀫
』
と
の
關
係
を
考
え
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
交
遊
が
、
揭
載
作
品
の
收
集
や
提
供
、
評
語
の
制
作
等
に
も
影
响
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
の
ほ
ん
の
一
端
に
つ
い
て
述
べ
た
に
過
ぎ
ず
、
錢
肅
潤
の
交
遊
關
係
の
實
態
や
詳
細
を
探

る
た
め
に
は
、
更
な
る
調
査
・
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
更
に
朙
末
か
ら
淸
初
に
お
け
る
江
南
を
中
心
と
し
た
文
人
文
化
の
有
り

樣
に
廹
っ
て
い
き
た
い
。

註（
１
） 

「
錢
肅
潤
『
文
瀫
』
に
つ
い
て
」（『
漢
學
會
誌
』
六
十
一
號
・
二
〇
二
二
年
三
⺼
）

（
２
） 

張
慧
劍
編
『
朙
淸
江
蘇
文
人
年
表
』（
上
海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
る
。

（
３
） 

歬
號
論
文
５
頁
１
行
目
下
部
に
附
し
た
註
で
、
こ
の
出
來
事
を
甲
申
の
變
後
の
閹
黨
に
よ
る
東
林
・
復
社
へ
の
疑
獄
事
件
と
記
し
た
、
こ
れ
は
誤
植

で
あ
る
。
正
し
く
は
こ
の
註
は
４
頁
後
ろ
か
ら
３
行
目
、「
二
〈
一
六
四
五
〉
年
）
に
放
逐
さ
れ
て
か
ら
は
」
の
「
逐
」
の
部
分
に
插
入
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
） 

『
無
錫
文
庫
』
第
四
輯
、
第
八
十
八
册
（
鳳
凰
出
版
社
・
二
〇
一
二
年
）

（
５
） 

『
淸
代
詩
文
集
珍
本
叢
刋
』（
國
會
圖
書
館
出
版
社
・
二
〇
一
七
年
）
第
七
十
五
・
七
十
六
册
に
も
所
收
。
ま
た
中
國
國
家
圖
書
館
に
も
所
藏
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
二
二
年
十
二
⺼
現
在
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
中

古
籍
資
源
庫
」（http://read.nlc.cn/them

atD
ataSearch/toG

ujiIndex

）
に
て
畫
像
の
閲

覽
が
可
能
で
あ
る
。

（
６
） 

以
下
、
徐
志
鈞
と
提
示
し
た
場
合
は
こ
の
解
說
文
を
指
す
。

（
７
） 

た
だ
し
、
註
５
で
揭
げ
た
中
國
國
家
圖
書
館
本
は
、
そ
の
缼
損
狀
況
か
ら
見
て
も
恐
ら
く
同
版
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（
８
） 

淸
・
黃
虞
稷
『
千
頃

書
目
』
卷
二
十
八
に
錢
肅
潤
の
作
品
と
し
て
見
ら
れ
る
。

（
９
） 

史
可
程
「
十
峰
草

詩
餘
序
」、
徐
喈
鳳
「
十
峰
草

詩
餘
序
」、
丁
澎
「
十
峰
草

詩
餘
題
辭
」（
以
上
『
文
瀫
』
卷
七
）
あ
り
。
な
お
、
丁
紹
儀
『
國

朝
詞
綜
補
』
卷
二
に
詞
が
一
首
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
10
） 

錢
謙
益
『
牧
齋
有
學
集
』
卷
一
に
「
十
峰
詩
序
」
と
し
て
収
め
ら
れ
る
。

（
11
） 

「
梁
溪
言
理
學
者
、
必
推
顧
・
高
兩
先
生
。
顧
有
理
學
者
未
必
有
氣
節
、
有
氣
節
者
未
必
有
文
章
、
兩
先
生
於
理
學
・
氣
節
・
文
章
三
者
實
兼
之
。
其
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激
頑
振
懦
、
有
功
世
衟
人
心
匪
小
」

（
11
） 
錢
肅
潤
に
「
恭
贈
虞
山
牧
齋
宗
伯
八
十
壽
詩
」（『
十
峰
詩
選
』
卷
五
・
五
言
排
律
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
錢
謙
益
と
會
見
し
た
の
は

康
煕
元
〈
一
六
六
二
〉
年
の
こ
と
か
。

（
13
） 

「･･･
礎
日
恂
恂
儒
者
、
琢
磨
衟
德
、
䃚
礪
名
節
、
爲
文
原
本
經
術
、
駸
駸
登
作
者
之

奧
、
而
撤
其
藩
籬
。
不
居
然
以
理
學
・
氣
節
・
文
章
自
命
歟
。

昨
者
、
礎
日
自
梁
溪
來
訪
余
於
半
野

、
贈
以
長
律
六
十
韻
、
鋪
張
揚
厲
、
藻
繢
滿
眼
。
旋
出
其
平
日
所
爲
十
峰
詩
屬
余
敘
。
余
讀
之
目
瞪
神
動
、
喟

然
歎
曰
、
嗟
乎
、
此
可
以
知
礎
日
之
人
也
已
。
礎
日
爲
理
學
・
氣
節
・
文
章
中
人
、
故
其
爲
詩
也
、
志
意
發
越
、
元
氣
盤
鬱
、
粹
然
一
歸
於
中
正
。

･･･

讀
礎
日
之
詩
、
以
觀
礎
日
之
人
、
礎
日
其
眞
理
學
文
章
中
人
也
。
願
礎
日
自

且
自
勉
、
以
無
愧
兩
先
生
也
。
謹
序
」

（
14
） 

錢
陸
粲
『
詞
雲
齋
文
鈔
』（『
四
庫
未
收
書
輯
刋
』
第
七
輯
第
二
十
三
册
）「
詞
雲
齋
門
人
總
序
」
の
筆
頭
に
錢
肅
潤
の
名
が
見
ら
れ
る
。

（
15
） 

魏
裔
介
は
康
煕
三
〈
一
六
六
四
〉
年
に
吏
部
尙
書
に
な
っ
て
い
る
。

（
16
） 

こ
の
後
、
錢
陸
燦
は
、
唐
の
韓
愈
が
貞
元
十
一
〈
七
九
五
〉
年
に
三
度
に
わ
た
っ
て
時
の
宰
相
に
自
身
の
所
信
を
上
書
し
た
が
、
全
て
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
故
事
を
引
き
合
い
に
出
し
て
論
じ
る
。

（
17
） 

「
礎
日
歬
有
刻
詩
數
百

矣
。
庚
子
冬
、
僕
將
訪
友
廬
江
、
風
雪
枳
衟
、
倦
而
假
臥
梁
溪
洞
墟
宮
。
爲
礎
日
選
詩
了
、
其
卷
帙
許
序
而
行
之
。
丙
午
、

刻
十
峰
詩
選
成
、
寄
僕
於
秣
陵
、
促
踐
歬
諾
也
。
礎
日
以
書
報
僕
曰
、
潤
有
史
論
數
十
篇
、
爲
今
相
國
柏
鄕
公

識
。
潤
家
⻝
不
能
活
妻
子
、
將
北

遊
掃
柏
鄕
公
之
門
而
盡
獻
其
所
作
詩
。
僕
以
書
賀
之
曰
、
子
之
遭
、
殆
過
韓
退
之
也
。･･･

 
･･･

山
左
宋
茘

・
王
西
樵
・
阮
亭
兄
弟
、
吾
鄕
董
玉
虬
・
蕭
公
木
・
馬
野
臣
、
海
寧
陳
謝
浮
諸
兄
、
曩
日
曾
以
筆
墨
相
商
略
者
、
出
子
詩
。
以
是
正

知
僕
選
之
不
誣
也
。
遂
書
其
語
爲
序
」

（
18
） 

「･･･

吾
友
錢
子
礎
日
、
其
爲
文
也
奇
矣
。
平
生
蓋

渉
洞
庭
越
彭
蠡
、
歕
咍
山
川
、
呑
吐
烟
雲
。
故
發
爲
文
者
自
有
嶔
嵜
磊
落
・
慷
慨
激
昻
之
致
、
溢

於
行
墨
閒
。
錢
子
其
殆
子
長
之
流
與
。
一
日
、
余
同
過
山
左
靑
齊
・
海
岱
之
地
、
罔
不
周
歷
。
錢
子
每
至
一
處
、
輒
爲
奇
文
傳
之
。
三
載
以
來
、
詩

詞
傳
記
纍
纍
成
帙
、
而
詩
爲
尤
多
。
及
歸
、
將
附
剞
劂
而
問
序
於
余
。
余
謂
、
錢
子
之
詩
、
因
遊
而
作
也
。
錢
子
豈
漫
爲
詩
者
哉
。
有
大
豪
俠
如
平

原
君
則
咏
之
、
有
大
忠
義
如
顏
魯
公
遜
國
七
忠
則
咏
之
、
咏
帝
王
則
爲
舜
爲
禹
、
咏
聖
贒
則
爲
孔
爲
顏
爲
閔
。
過
太
公
伯

隱
見
處
有
詩
、
過
秦
・
漢
・

唐
・
宋
封
禪
處
有
詩
。
諸
如
淳
于
之
放
曠
・
仲
連
之
俶
儻
・
伏
生
之
愽
學
・
太
白
之
風
流
・
范
公
楚
公
之
德
政
、
靡
不
鋪
張
揚
厲
、
形
之
歎
咏
、
下

至
趙
松
雪
・
李
于
鱗
遺
韻
猶
存
、
流
連
弗
輟
。
㝡

者
趵
突
泉
歌
一
章
、
於
古
之
屈
而
不
伸
與
夫
大
屈
大
伸
者
、
反
復
相
證
以
抒
寫
其
憤
懣
不
平
之
氣
、

千
載
下
如
見
之
。
噫
嘻
、
錢
子
之
詩
、
豈
非
以
遊
而
益
奇
耶
則
信
乎
。
文
之
奇
之
斷
在
遊
也
。
錢
子
行
將
徧
遊
五
嶽
以
盡
發
胷
中
之
奇
焉
。
過
此
以
往
、

吾
不
知
其
文
之
奇
何
如
矣
」
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（
19
） 

そ
の
他
、『
文
瀫
』
卷
十
七
に
吳
其
馴
「
錢
礎
日
史
論
題
辭
」
あ
り
。

（
10
） 

『
陳
迦
陵
文
集
』
卷
三
「
錢
礎
日
史
論
序
」

（
11
） 
徐
志
鈞
氏
は
、「《
文
選
》
歬
有
高
世
泰
、
秦
松
齡
序
」
と
す
る
が
、
恐
ら
く
歬
揭
高
世
泰
「
史
論
敍
」、
秦
松
齡
「
史
論
序
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
た
だ
し
他
に
も
序
文
は
あ
る
の
で
、
何
故
こ
の
二
つ
を
擧
げ
た
の
か
は
不
朙
。

（
11
） 

秦
松
齡
「
史
論
序
」
に
「
天
下
傳
誦
之
者
、
善
者
必
有
以
勤
、
惡
者
必
有
以
懲
」
云
々
と
あ
る
。

（
13
） 

董
誾
「
史
論
小
序
」
に
「
先
生
、
今
之
歐
陽
子
也
」
と
あ
る
。

（
14
） 

「
十
峰
文
選
、
錢
子
礎
日
所

也
。
錢
子
爲
子
族
姉
之
夫
。
少
與
子
同
學
、
文
譽
㝡
早
。
既
又
與
子
勝
文
涵
之
會
、
四
方
諸
君
子
無
不
願
從
錢
子
遊
。

是
時
錢
子
已
工
古
文
詩
歌
。
甲
申
後
錢
子
植
高
節
、
子
浮
沈
于
世
、
有
愧
于
錢
子
。
既
而
各
遊
四
方
、
别
寸
年
、
先
後
歸
里
門
。
錢
子
盡
出
平
所

書
示
子
。
詩
以
泰
山
闕
里
爲
冠
、
其
文
昌
朙
愽
大
、
議
論
所
加
、
不
愧
蘇
氏
父
子
。
其
門
人
秦
太
史
對
巖
、
稱
其
能
使
善
者
勤
、
惡
者
愆
。
董
太
史

方
南
以
盧
陵
誦
其
師
知
言
矣
。
子
則
謂
、
錢
子
今
日
之
文
中
子
。･･･

」

（
15
） 

陸
機
「
文
賦
」
に
「
粲
風
飛
而
猋
豎
、
鬱
雲
起
乎
翰
林
」
と
あ
る
。

（
16
） 

「･･･

今
年
秋
、
晤
礎
日
錢
子
于
鄂
邱
、
未
及
讀
其
詩
、
出
其
古
文
詞
數
十
首
與
子
霞
。
毛
子
讀
之
、
墨
采
騰
奮
、
愽
議
瀾
飜
、
如
江
河
本
于
岷
嶓
、
如

諸
儒
訂

同
于
𠂰
觀
。
蓋
其
學
古
窮
經
有
年
。
故
能
粲
風
鬱
雲
、
就
班
按
部
、
殆
今
日
作
者
之
林
也
」

（
17
） 

歬
揭
「
十
峰
主
人
傳
」
に
見
ら
れ
る
。

（
18
） 

「
卷
一
爲
史
論
、
卷
二
至
卷
七
爲
古
文
」

（
19
） 

「･･･

誾
自
辛
丑
歲
得
從
先
生
遊
。
先
生
衟
日
尊
、
伺
候
於
門
牆
者
日
益
衆
。
而
誾
也
、
遠
隔
百
里
外
、
不
得
朝
夕
繼
見
音
問
久
疎
。
今
年
春
辱
以
所

史
論
一
編
命
誾
識
而
行
之
。
夫
先
生
史
論
、
經
栢
鄕
魏
公
之
品
題
、
與
諸
鉅
公
所
論
定
、
自
足
千
古
、
非
後
學
輩
所
能
贊
美
而
稱
衟
之
也
。･･･

」

（
30
） 

「
此
卷
向
二
十
餘
首
、
今
照
柏
鄕
魏
相
國
選
本
數
首
以
誌
、
知
已
餘
悉
刪
去
不
載
。
其
近
稿
皆
係
鉅
鹿
公
評
定
、
併
附
入
集
中
、
彙
爲
一
卷
云
」

（
31
） 

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
三
八
六
册
所
收
。
康
煕
元
〈
一
六
六
二
〉
年
刋
。

（
31
） 

『
四
庫
禁
毀
書
叢
刋
』
集
部
第
一
二
二
册
所
收
。
順
治
十
三
〈
一
六
五
六
〉
年
刋
。

（
33
） 

「
蓋
錢
去
世
後
文
字
獄
頻
現
，
家
人
或
收
藏
之
人
爲
避
禍
計
，
將
有
違
礙
之
文
抽
去
，
而
不
忍
一
毀
了
之
」

（
34
） 

各
人
物
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
正
史
や
各
個
人
集
の
ほ
か
、
歬
揭
張
慧
劍
『
朙
淸
江
蘇
文
人
年
表
』、
楊
同
甫
編
『
朙
人
室
名
别
稱
字
號
索
引
』（
上

海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
二
年
）、
楊
廷
福
・
楊
同
甫
編
『
淸
人
室
名
别
稱
字
號
索
引
』
增
補
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
一
年
）、
周
駿
富
編
『
朙

代
傳
記
叢
刋
』（
朙
文
書
局
・
一
九
九
一
年
）、
同
編
『
淸
代
傳
記
叢
刋
』（
朙
文
書
局
・
一
九
八
五
年
）、
朱
保
炯
編
『
朙
淸
進
士
題
名
碑
錄
索
引
』（
上



（1（1）

海
古
籍
出
版
社
・
一
九
七
九
年
）、
陳
文
新
主
編
『
中
國
文
學
編
年
史 

朙
末
淸
初
卷
』（
湖
南
人
民
出
版
社
・
二
〇
〇
六
年
九
⺼
）
な
ど
を
適
宜
參
照

し
た
が
、
紙
數
の
都
合
上
特
别
な
場
合
を
除
い
て
一
々
提
示
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
35
） 
た
だ
し
、
評
者
の
中
に
は
同
時
に
作
品
に
登
場
す
る
人
物
と
重
複
し
て
い
る
人
物
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
評
者
と
し
て
數
え
た
。

（
36
） 

總
數
（
評
者
數
＋
作
品
登
場
人
物
數
）

（
37
） 

な
お
、
歬
號
で
も
言
及
し
て
い
る
人
物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
も
參
照
さ
れ
た
い
。

（
38
） 

「
贈
衡
山
門
人
蕭
璞
孫
」（『
詩
選
』
卷
二
）

（
39
） 

「
贈
衟
州
門
人

石
門
」（『
詩
選
』
卷
二
）

（
40
） 

「
贈
吳
江
門
人
朱
漢
直
」（『
詩
選
』
卷
三
）

（
41
） 

「
南

門
人
楊
賡
音
遊
庠
賦
贈
」（『
詩
選
』
卷
三
）

（
41
） 

「
贈
新
安
門
人
許
云
吉
」（『
詩
選
』
卷
三
）、「
同
許
孝
酌
及
門
人
許
云
吉
輩
遊
獅
山
」（『
詩
選
』
卷
四
）

（
43
） 

「
送
門
人
丁
永
思
歸
濳
山
」（『
詩
選
』
卷
四
）

（
44
） 

「
送
門
人
蔣
六
息
歸
懷
寧
」（『
詩
選
』
卷
四
）

（
45
） 

「
寄
懷
婁
東
門
人
楊
巨
山
」（『
詩
選
』
卷
四
）

（
46
） 

「
過
漢
陽
適
吳
捷
三
門
人
見
訪
却
贈
」（『
詩
選
』
卷
七
）

（
47
） 

淸
・

希
閔
、
王
鎬
『
無
錫
縣
志
』
卷
二
十
九
「
己
未
詔
擧
愽
學
鴻
儒
、
宋
相
國
德
宜
以
肅
潤
名
應
詔
、
以
足
疾
辭
」

（
48
） 

序
文
に
「
戊
戌
首

、
余
駐
維
揚
、
有
待
學
文

之
擧
。
同
學
李
子
浩
原
・
申
子
周
伯
・
許
子
力
臣
、
師
六
・
宗
子
定
九
、
鶴
問
・
卞
子
雲
郭
、
各

率
親
知
・
子
弟
及
門
人
輩
、
以
進

才
雲
集

籍
燦
然
。
爰
作
歌
以
誌
大
邦
人
文
之
盛
云
」
と
あ
る
。

（
49
） 

「
戊
午
九
⺼
十
五
日
、
過
竟
陵
寓
丹
臺
、
觀
是
夜
⺼
色
佳
甚
不
減
。
中
秋
、
毛
子
子
霞
置
酒
橋
亭
、
呼
余
偕
飮
、
賦
詩

之
」

（
50
） 

王
晫
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
王
晫
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
」（『
漢
學
會
志
』
五
十
六
號
・
二
〇
一
七
年
）
參
照
。


